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輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 4,636 98.0%

一　般 ― 94.4%
宅配便（千個） 274,211 106.2%

輸送統計
平成28年1月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
普通 中型 大型 計

3
（−1）

16
（−3）

27
（−4）

46
（−8）

交通事故死者数（人）
2月29日現在 4月12日現在

610
（−44）

1,054
（−35）

全国の死亡
事故件数

584
（−51）

平成28年2月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
ここまで来た天然ガストラック新時代【大きく広がる天然ガス自動車とメタン社会の可能
性】…３面／トラック運送事業者のための経営のヒント 【売上依存度の分散とリスク回避】
…６面／食の新旧街道を行く【お菓子の道③「清爽な甘味、出雲の生姜糖」】…７面

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

4/15〜5/14  2080
5/15〜6/14  8205

8 ・��シリーズ会長に聞く
�岩手県トラック協会・髙橋嘉信会長

２・３
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

6・7
・��全ト協�平成28年度
引越事業者優良認定制度
「引越安心マーク」スタート

4・5
�＜東日本大震災特集2016＞
事業再生への取り組み（最終回）
東北沿岸部の運送事業者の事例
・丸ヵ運送㈱（福島県）

福島第一原発から23kmの本社で
事業を続けた丸ヵ運送

　

昨
年
６
月
の
道
路
交
通
法

改
正
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
準

中
型
免
許
で
は
︑
普
通
免
許

の
経
験
年
数
を
問
わ
ず
に
総

重
量
７
・
５
㌧
の
ト
ラ
ッ
ク

を
運
転
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
︒
同
免
許
の
新
設
に
よ

り
︑
若
年
運
転
者
の
採
用
増

が
期
待
さ
れ
る
一
方
︑
新
た

な
安
全
対
策
も
求
め
ら
れ

る
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
と

し
て
も
︑
若
年
運
転
者
の
健

全
な
育
成
が
重
要
課
題
と
な

っ
て
い
る
︒

る
︒
同
内
容
で
は
︑
新
た
に

﹁
交
通
事
故
統
計
を
活
用
し

た
教
育
﹂︑﹁
緊
急
時
に
お
け

る
適
切
な
対
応
﹂︑﹁
運
転
支

援
装
置
を
使
用
し
た
場
合
の

適
切
な
運
転
方
法
﹂
な
ど
の

項
目
を
追
加
︒
ま
た
︑
近
年

増
加
傾
向
に
あ
る
健
康
起
因

事
故
へ
の
対
応
な
ど
も
盛
り

込
ん
で
い
る
︒

　

一
方
︑﹁
初
任
運
転
者
に

対
す
る
特
別
な
指
導
の
内
容

及
び
時
間
﹂
で
は
︑
今
改
正

に
よ
り
︑
一
般
の
運
転
者
と

　

こ
う
し
た
中
︑
国
交
省
は

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
協

調
し
︑
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の

両
面
か
ら
総
合
安
全
対
策
を

講
ず
る
こ
と
と
し
︑
今
改
正

は
こ
の
一
環
に
あ
た
る
︒

　

改
正
の
概
要
は
表
︵
２
面

に
掲
載
︶
の
通
り
︒

　
﹁
一
般
的
な
指
導
及
び
監

督
の
内
容
﹂
に
関
し
て
は
︑

①
～
⑫
の
題
目
に
つ
い
て
︑

年
間
計
画
に
基
づ
い
て
運
転

者
に
対
す
る
指
導
・
監
督
を

実
施
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

同
様
の
内
容
を
実
施
す
る
こ

と
を
求
め
る
と
と
も
に
︑
日

常
点
検
等
の
実
車
の
使
用
に

よ
る
指
導
も
含
め
︑
座
学
を

15
時
間
以
上
実
施
す
る
こ
と

と
し
た
︒
ま
た
︑
こ
れ
ま
で

推
奨
と
さ
れ
て
い
た
安
全
運

転
の
実
技
指
導
に
つ
い
て
は
︑

20
時
間
以
上
の
添
乗
等
に
よ

る
指
導
が
義
務
化
さ
れ
る
︒

　

同
改
正
は
︑
29
年
の
改
正

道
交
法
施
行
に
合
わ
せ
て
施

行
さ
れ
る
︒

　

な
お
︑
27
年
の
事
業
用
貨

物
自
動
車
に
係
る
第
１
当
事

者
死
亡
事
故
件
数
は
３
０
８

件
（
前
年
比
22
件
減
）
と
な

り
︑
24
年
以
降
一
貫
し
て
減

少
傾
向
が
続
い
て
い
る
︒
し

か
し
︑
今
年
３
月
に
は
広
島

県
東
広
島
市
の
山
陽
自
動
車

道
下
り
線
八
本
松
ト
ン
ネ
ル

内
で
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に

よ
る
重
大
事
故
が
発
生
し
て

お
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
に
は
安
全
運
行
の
徹
底
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
︒

初
任
運
転
者
へ
の
教
育
に

一
般
的
な
指
導
及
び
監
督
内
容
を
準
用

初
任
運
転
者
指
導
時
間
は
座
学
15
時
間
、運
転
20
時
間
に

　
国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ
ど
、「
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
者
が
事
業
用
自

動
車
の
運
転
者
に
対
し
て
行
う
指
導

及
び
監
督
の
指
針
」
の
一
部
を
改
正

し
、４
月
１
日
に
公
布
し
た
。こ
れ
は
、

「
準
中
型
免
許
」の
新
設
に
合
わ
せ
、

運
転
者
教
育
の
充
実
・
強
化
を
図
る

た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
。
一
般
的
な

指
導
監
督
項
目
や
内
容
を
見
直
し
、

初
任
運
転
者
に
も
準
用
す
る
。
15
時

間
以
上
の
座
学
実
施
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
推
奨
と
し
て
い
た
運
転
実
技

指
導
は
、
20
時
間
以
上
の
実
施
を
義

務
化
す
る
。
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
、
同
告
示
改
正
に
伴
い
、
新
た
な

運
転
者
向
け
テ
キ
ス
ト
を
制
作
す
る

な
ど
、
運
転
者
教
育
の
ツ
ー
ル
と
環

境
を
整
備
し
て
い
く
。

＜助成対象＞
　中小企業基本法（昭和 38年法律
第154号）第2条第1項第1号に掲
げる中小企業者（資本金 3億円以下
又は従業員数300人以下）

＜助成対象事業等＞
　会員事業者が、全ト協の開設した
インターンシップ登録サイトに必要事
項を登録した後、高等学校以上の教
育機関からインターンシップを受け入
れた場合に次の要件に適合するもの
（ただし、都道府県ト協ごとの1事業
者当たりの申請は1回に限る）

（1）受け入れ期間が3日間以上である
こと

（2）プログラムに、次のものを含むも
のであること
①�点呼や日常点検等安全運行に向
けた取り組みの見学等
②�乗務体験（学校側からの要請で
乗務体験を含まない場合を除く）

＜助成対象機器＞
ETC2.0車載器対象機器一覧

　（平成28年4月11日現在）

メーカー名 型式

パナソニック株式会社
CY-ET5000GD
CY-ET2000D
CY-DSR140D

株式会社デンソー

DIU-A010
DIU-A011
DIU-A050
DIU-B040

三菱電機株式会社
EP-A015SB
EP-E216SBG
EP-E216SB

矢崎エナジーシステム
株式会社

ETC-YP200
ETC-YD201

古野電気株式会社 FNK-M100
FNK-M100BV

パイオニア株式会社 ND-ETCS10
ND-DSRC3

※�この一覧には各メーカーから全日本トラック協
会に対して情報提供のあった機器を掲載して
います。

＜助成額＞
（1）全ト協助成額：車載器1台につき

4,000円

＜助成額＞
（1）受け入れ期間＝3日間：9万円
（2）受け入れ期間＝4日間：11万円
（3）受け入れ期間

＝5日間以上：13万円
※�ただし、上記受け入れ期間は同一学
生に対する受け入れ期間とし、受け
入れ人数にかかわらず上記の助成
額とする。

＜事業の申請・実施期間等＞
　事業者は、本助成金の交付を受け
ようとするときは、期日までに「イン
ターンシップ導入促進支援事業実績
報告書」を所属する都道府県ト協に
提出しなければならない。

（1）助成対象事業実施期間：
　　平成28年4月1日～

平成29年2月28日
（2）都道府県ト協への実績報告書到着

締切日：平成29年3月3日
（3）全ト協への実績報告書到着締切

日：平成29年3月10日

（2）各都道府県ト協助成額：各協会の
定めによる

＜助成対象者＞
　ETCコーポレートカードを利用
し、平成27年12月18日以降、新たに
ETC2.0 車載器を購入し、事業用貨
物自動車に導入した都道府県ト協会
員事業者

※�各都道府県ト協の助成については、
対象期間等の取り扱いが異なる場
合があるため、所属する都道府県ト
協にご確認ください。

＜その他＞
　NEXCO におけるETC2.0 車載器
購入助成を受けた車載器も対象とす
る。
　ただし、国土交通省が実施した「ET
C2.0 車両運行管理支援サービス」の
社会実験において車載器購入支援を
受けた車載器については、全ト協の助
成金を交付しない。

　全日本トラック協会はこのほど、平成 28年度より新たに実施する
助成事業（① ETC2.0 車載器購入促進助成事業②インターンシッ
プ導入促進支援事業）について詳細を発表した。
　助成内容は次の通り。申し込み等詳細に関するお問い合わせは、
所属する都道府県トラック協会まで。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
﹁
平
成
26
年
度
決

算
版
経
営
分
析
報
告
書
﹂
を

ま
と
め
︑
４
月
８
日
に
結
果

を
公
表
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
全
国
の
運
送
事

業
者
２
１
９
２
社（
有
効
数
）

か
ら
提
出
さ
れ
た
26
年
度
決

算（
25
年
10
月
～
27
年
８
月
）

の
﹁
一
般
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
報
告
書
﹂
に
つ
い
て
︑

決
算
内
容
を
分
析
し
た
も
の
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
お

い
て
は
︑
燃
料
価
格
の
下
落

に
も
関
わ
ら
ず
︑
営
業
赤
字

の
企
業
の
割
合
が
過
半
数
以

上
を
占
め
る
状
況
が
続
い
て

お
り
︑
26
年
度
は
54
％（
１

１
７
３
社
）の
事
業
者
が
営

業
赤
字
と
な
っ
た
︒
特
に
︑

車
両
10
台
以
下
の
事
業
者

（
６
９
３
社
）
で
は
62
％

（
４
２
８
社
）
が
営
業
赤
字

を
計
上
し
た
︒
ま
た
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
の
売
上
高
に

当
た
る
26
年
度
の
営
業
収
益

（
貨
物
運
送
事
業
収
入
）は

１
社
平
均
２
億
79
万
５
千
円

と
な
り
︑前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス

（
▲
）
０
・
８
％
と
ほ
ぼ
横

ば
い
と
な
っ
た
︒
営
業
利
益

率
で
は
︑
燃
料
価
格
の
下
落

効
果
も
見
ら
れ
た
も
の
の
︑

▲
０
・
９
％
と
８
年
連
続
の

赤
字
と
な
っ
た
︵
表
︶︒

　

同
報
告
書
の
集
計
対
象
で

あ
る
27
年
８
月
ま
で
の
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
で
は
︑
輸
送

量
は
微
減
で
推
移
し
︑
燃
料

価
格
の
下
落
に
よ
る
コ
ス
ト

削
減
効
果
は
あ
っ
た
も
の
の
︑

人
材
不
足
に
よ
る
人
件
費
ア

ッ
プ
︑
傭
車
利
用
の
拡
大
に

よ
り
︑
営
業
利
益
の
改
善
は

限
定
的
と
な
っ
た
︒

貨物運送事業の営業収益・営業利益率の推移（1社平均）表

注：営業収益のカッコ内は前年度比伸び率、単位％、▲はマイナス

営業利益率（％）営業収益（千円）

26年度25年度24年度26年度25年度平成24年度
区分

全　体

10台以下

11～20台

21～50台

51～100台

101台以上

車
両
規
模
別

▲ 2.3

▲ 4.6

▲ 2.6

▲ 2.2

▲ 1.3

▲ 0.6

▲ 2.1

▲ 4.4

▲ 2.9

▲ 1.6

▲ 1.2

▲ 0.6

▲ 0.9

▲ 2.3

▲ 1.0

▲ 0.8

▲ 0.6

▲ 0.2

（ ▲ 0.8 ）
200,795

（ ▲ 0.4 ）
54,520

（ ▲ 1.1 ）
145,375

（ ▲ 0.6 ）
317,900

（ ▲ 0.1 ）

（   12.3 ）

（   13.7 ）

（   13.3 ）

（   13.7 ）

（   12.4 ）
614,808

202,342

54,751

146,939

319,868

615,401
（ ▲ 1.7 ）（   14.4 ）
1,135,5611,155,102

（ ▲ 4.3 ）
180,161

（ ▲ 0.1 ）
48,163

（ ▲ 0.1 ）
129,643

（ ▲ 0.0 ）
281,429

（ ▲ 1.3 ）
547,653

（ ▲ 3.3 ）
1,009,401

トラックの実車を使って仕事の内容などを生徒に説明 GPS付き発話型ETC2.0車載器

インターンシップ導入促進支援事業 ETC2.0車載器購入促進助成事業

平成28年度
新規助成事業紹介

（公社）全日本トラック協会

4月1日公布

国
交
省

運転者の指導・監督指針告示を改正
「準中型免許」新設視野に教育強化人

材
不
足
に
よ
る
人
件
費
ア
ッ
プ

業
績
改
善
が
限
定
的
に

全ト協

経営分析報告書　平成26年度決算版



（2）第2060号（第3種郵便物認可）平成28年（2016年）4月15日

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2016.4.1—
4.15

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～交差点編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶   右折するために、直進車や左折車よりも先に交差点に入った場合
でも、直進車や左折車の進行を妨害してはならない。（ ○・× ）

❷    一方通行路から右折するときは、道路の右端に寄り、交差点の中
心のすぐ外側を速やかに通行する。（ ○・× ）

❸    交通整理の行なわれていない交差点において、交差する道路の
道幅が明らかに広いときは、一時停止して左右の安全を確認し
なければならない。（ ○・× ）

❹   交通整理の行なわれていない交差点において、交差する道路の
道幅が同じような場合には、左方からくる車両の進行を妨げては
ならない。（ ○・× ）

❺    交差点の前方の交通が混雑しているため、交差点内で停止し、交差
道路の車などの進行を妨げるおそれがあるときは、徐行して交差点
に進入する。（ ○・× ）

 （解答は７面）

TS GW 休業案内
（公財）貨物自動車運送事業振興センター（平成28年4月12日現在）

▷�携帯電話用のトラックステーションリストを作成しました。
お持ちの携帯電話のバーコードリーダーを右のQRコー
ドにかざしてください。

※詳細は各運行情報センター等へお問い合わせください。

トラックステーション

TS名 運行情報センター 食堂・宿泊施設など
札 幌 � ４月��２９日（金）� ９：00�～�５月��２日（月）�9：00

� ５月����３日（火）�９：00�～�５月��６日（金）�9：00 平常通り営業

苫 小 牧 � ４月��２９日（金）� ９：00�～�５月��２日（月）�9：00
� ５月����３日（火）�９：00�～�５月��６日（金）�9：00 平常通り営業

青 森 � ４月��２９日（金）� ８：３0�～�５月��２日（月）�８：３0
� ５月����３日（火）�８：３0�～�５月��６日（金）�８：３0

盛 岡
� ５月����２日（月）�14：00�～�５月��６日（金）�８：00
５月６日（金）は8：００～１４：００までの短縮営業
５月７日（土）～５月８日（日）は土日休業

� ５月����２日（月）�14：00�～�５月��４日（水）�８：00
○短縮営業（５月３日（火）は完全休業）
５月２日（月）８：00～５月７日（土）14：00

仙 台 � ４月��２８日（木）�17：00�～�５月��２日（月）�9：00
� ５月����２日（月）�１７：０0�～�５月��６日（金）�９：０0

食　堂

シャワー

� ４月��２８日（木）�18：３0�～�４月３０日（土）�８：00
� ４月��３０日（土）�15：00�～�５月��２日（月）�８：00
� ５月����２日（月）�18：30�～�５月��６日（金）�８：00
� ４月��２８日（木）�16：３0�～�５月��２日（月）�9：00
� ５月����２日（月）�16：30�～�５月��６日（金）�9：00

酒 田 � ４月��２８日（木）�17：３0�～�５月��６日（金）�９：30 食堂・浴室等 平常通り営業（※日曜休業）

白 河 の 関 � ４月��２８日（木）�17：30�～�５月��６日（金）�８：30
※５月２日（月）は平常通り運営

休憩室、コインシャワー、
コインランドリー

� ４月��２８日（木）�17：00�～�５月��６日（金）�9：00
※５月２日（月）は平常通り営業

茨 城 � ４月��２８日（木）�17：00�～�５月��２日（月）�9：00
� ５月����２日（月）�17：00�～�５月��６日（金）�9：00 平常通り営業

矢 板 � ４月��２８日（木）�17：00�～�５月��６日（金）�9：00 � ４月��２８日（木）�２３：00�～�５月��６日（金）�11：00
大 宮 平常通り運営 平常通り営業

東 神 � ４月��２８日（木）�17：00�～�５月��２日（月）�9：00
� ５月����２日（月）�17：00�～�５月��６日（金）�9：00 平常通り営業

新 潟 � ４月��２８日（木）�19：00�～�５月��９日（月）�８：00
※上記のうち、５月２日（月）、６日（金）は平常通り運営 シャワー � ４月��２８日（木）�18：30�～�５月��９日（月）�８：00

※上記のうち、５月２日（月）、６日（金）は平常通り営業

新 井 � ４月��２８日（木）�18：00�～�５月��２日（月）�8：00
� ５月����２日（月）�18：00�～�５月��６日（金）�8：00 シャワー � ４月��２８日（木）�18：00�～�５月��２日（月）�8：00

� ５月����２日（月）�18：00�～�５月��６日（金）�8：00

金 沢 � ４月��２８日（木）�17：00�～�５月��６日（金）�９：00
※５月２日（月）は９：００～１７：００まで運営 平常通り営業

浜 松 � ５月����２日（月）�14：00�～�５月��６日（金）�9：00 食堂 ･売店
浴室・宿泊

� ５月����２日（月）�14：00�～�５月��６日（金）��6：00
� ５月����２日（月）�10：00�～�５月��６日（金）�10：00

安 城 � ５月����１日（日）� ０：00�～�５月��１日（日）�9：00 食　堂
浴　室

� ５月����１日（日）� ０：00�～�５月��１日（日）�10：00
� ５月����１日（日）� ０：00�～�５月��１日（日）�9：00

名 古 屋 � ４月��２８日（木）�20：00�～�５月��６日（金）8：00
食　堂
浴　室
宿　泊

� ４月��２８日（木）�２１：00�～�５月��６日（金）�7：00
� ４月��３０日（土）�10：00�～�５月��６日（金）�7：00
� ４月��３０日（土）� 9：00�～�５月��６日（金）�7：00

亀 山 � ５月����２日（月）�17：00�～�５月��６日（金）�9：00
食　堂
売　店
浴室・宿泊

� ５月����２日（月）�14：00�～�５月��６日（金）�7：00
� ５月����２日（月）�17：00�～�５月��６日（金）�7：00
� ５月����２日（月）�17：00�～�５月��６日（金）�10：00

彦 根 � ４月��２８日（木）�17：00�～�５月��９日（月）�9：00 食堂・浴室・宿泊 � ４月��２８日（木）�21：00�～�５月��９日（月）�8：00

大 阪 � ４月��２８日（木）�17：00�～�５月��２日（月）�9：00
� ５月����２日（月）�17：00�～�５月��６日（金）�9：00 平常通り営業

奈良 ・針 � ５月����２日（月）�17：00�～�５月��６日（金）�9：00 � ５月����２日（月）�17：00�～�５月��６日（金）�9：00

岡 山 � ５月����２日（月）�17：00�～�５月��６日（金）�8：00 食　堂
宿泊・コインシャワー

� ５月����２日（月）�19：00�～�５月��６日（金）�8：00
� ５月����２日（月）�17：00�～�５月��６日（金）�8：00

尾 道 � ４月��２８日（木）�17：00�～�５月��６日（金）�8：30 トイレ、自販機、
洗濯機、シャワー � ４月��２８日（木）�17：00�～�５月��６日（金）�8：30

三 次 � ４月��２８日（木）�17：00�～�５月��２日（月）�7：00
� ５月����２日（月）�１７：00�～�５月��６日（金）�7：00

食　堂

浴　室

� ４月��２８日（木）�16：00�～�４月３０日（土）�7：00
� ５月����２日（月）�16：00�～�５月��６日（金）�7：00
� ４月��２８日（木）�17：00�～�４月３０日（土）�7：00
� ５月����２日（月）�17：00�～�５月��６日（金）�7：00

徳 島 � ４月��２８日（木）�17：00�～�５月��６日（金）�９：00 食　堂
コインシャワー・休憩室

� ４月��２８日（木）�20：00�～�５月��６日（金）�11：00
� ４月��２８日（木）�20：00�～�５月��６日（金）�9：00

北 九 州 � ４月��２８日（木）�17：00�～�５月��６日（金）�９：00 シャワー、コインランドリー、トイレ 平常通り営業

鳥 栖 � ４月��２８日（木）�17：00�～�５月��６日（金）�９：00
※５月２日（月）のみ９：００～１７：００まで運営 食堂・浴室 ○短縮営業

５月１日（日）～５日（木）…１０：００～２２：００

諫 早 � ４月��３０日（土）�20：00�～�５月��６日（金）�10：00
食　堂
浴　室
宿　泊

� ４月��３０日（土）�14：30�～�５月��６日（金）�10：00
� ４月��３０日（土）�20：00�～�５月��６日（金）�10：00
� ４月��３０日（土）�10：00�～�５月��６日（金）�15：00

熊 本
� ４月��２８日（木）�18：30�～�５月��２日（月）�9：30
� ５月����２日（月）�18：30�～�５月��６日（金）�9：30
� ５月����６日（金）�18：30�～�５月��９日（月）�9：30

大 分 � ４月��２８日（木）�22：00�～�５月��６日（金）�8：00 � ４月��２８日（木）�22：00�～�５月��６日（金）�8：00
宮 崎 � ５月����２日（月）�17：00�～�５月��６日（金）�9：00 シャワー � ５月����２日（月）�17：00�～�５月��６日（金）�9：00

鹿 児 島 � ４月��２８日（木）�17：30�～�５月��２日（月）�8：30
� ５月����２日（月）�17：30�～�５月��６日（金）�8：30 コインシャワー � ４月��２８日（木）�17：３0�～�５月��２日（月）�8：30

� ５月����２日（月）�17：30�～�５月��６日（金）�8：30

TS名 給油所
青 森 ５月１日（日）８：00～５月１日（日）１８：00
大 宮 平常通り営業

新 潟 ○短縮営業　
４月29日（金）、５月１日（日）、３日（火）～５日（木）…8：３０～17：３０

金 沢
○短縮営業　
４月29日（金）、５月１日（日）、３日（火）～５日（木）…8：００～19：００
４月３０日（土）、５月２日（月）…７：００～２１：００

岡 山 祝日の営業時間にて営業（８：００～１８：００）
尾 道 平常通り営業

TS名 給油所
三 次 ４月２８日（木）18：00～５月２日（月）８：00

５月��２日（月）20：00～５月６日（金）7：00
北 九 州 平常通り営業
大 分 休業中

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が

実
施
す
る
﹁
平
成
28
年
度
低

公
害
車
導
入
促
進
助
成
事

業
﹂
の
概
要
が
こ
の
ほ
ど
ま

と
ま
っ
た
︒

　

こ
れ
は
︑
環
境
問
題
に
積

極
的
に
取
り
組
み
︑
低
公
害

車
の
普
及
促
進
の
さ
ら
な
る

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
に
所
属
す
る
会
員
事
業
者

が
事
業
用
低
公
害
車
を
導
入

す
る
際
に
︑
国
土
交
通
省
の

補
助
金
を
併
用
す
る
場
合

に
︑
通
常
車
両
価
格
と
の
価

格
差
の
一
部
を
ト
ラ
ッ
ク
協

会
が
助
成
す
る
も
の
︒

　

助
成
対
象
車
両
・
助
成
金

額
は
表
の
通
り
︒

　

な
お
︑
申
請
受
付
期
間
︑

申
し
込
み
方
法
な
ど
の
詳
細

は
︑
所
属
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
事
前
に
確
認
の
こ
と
︒

近
畿
圏
の
料
金
制
度
等
に
つ
い
て
要
望

社
会
資
本
整
備
審
議
会     

　
国
土
幹
線
道
路
部
会
で

高
速
道
路
の
さ
ら
な
る

活
用
を

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

４
月
７
日
に
国
土
交
通
省
で

開
催
さ
れ
た
﹁
社
会
資
本
整

備
審
議
会 

道
路
分
科
会 

第

22
回
国
土
幹
線
道
路
部
会
﹂

（
部
会
長
・
寺
島
実
郎
（
一

財
）
日
本
総
合
研
究
所
理
事

長
）
に
て
︑
高
速
道
路
に
お

け
る
料
金
・
整
備
に
関
す
る

要
望
事
項
等
の
説
明
を
行
っ

た
︒

　

同
部
会
で
は
現
在
︑
①
近

畿
圏
の
高
速
道
路
の
現
状
と

主
な
課
題
②
全
国
的
な
料
金

の
課
題
（
有
料
・
無
料
の
整

理
）
︱
︱
な
ど
に
つ
い
て
︑

関
係
自
治
体
・
団
体
な
ど
か

ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い

る
︒

　

今
回
は
︑全
ト
協
の
ほ
か
︑

奈
良
県
と
（
公
社
）
日
本
バ

ス
協
会
が
出
席
し
︑
現
状
や

要
望
事
項
等
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
︒
全
ト
協
か
ら
は

坂
本
克
已
副
会
長
（
大
阪
府

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
と
福

本
秀
爾
理
事
長
︑
ま
た
大
阪

府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
齋
藤

一
之
常
務
理
事
が
出
席
し
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
時
間
削
減
や
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
の
生
産
性
向
上
の
観
点

か
ら
︑
高
速
道
路
の
活
用
が

不
可
欠
で
あ
る
と
し
た
上

で
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
を
活
用

し
て
︑
①
通
行
量
の
少
な
い

高
速
道
路
の
料
金
を
大
幅
に

割
り
引
き
︑
一
般
道
や
混
雑

す
る
高
速
道
路
か
ら
通
行
量

の
少
な
い
高
速
道
路
の
利
用

へ
の
転
換
②
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
や
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
が

満
車
状
態
で
や
む
を
得
ず
高

速
道
路
を
降
り
た
場
合
な
ど

に
も
一
時
退
出
措
置
を
適
用

③
大
口
・
多
頻
度
割
引
最
大

50
％
を
平
成
29
年
4
月
以
降

も
継
続
︱
︱
な
ど
を
要
望
︒

　

ま
た
︑
近
畿
圏
の
高
速
道

路
に
関
し
て
は
︑
シ
ン
プ
ル

で
シ
ー
ム
レ
ス
な
料
金
体
系

の
導
入
を
求
め
た
上
で
︑
車

種
区
分
の
統
一
に
係
る
軽
減

措
置
や
阪
神
高
速
の
大
口
・

多
頻
度
割
引
に
つ
い
て
首
都

高
速
と
同
様
の
措
置
の
実
施

及
び
阪
神
高
速
の
現
在
の
上

限
料
金
の
維
持
を
要
望
し
た

ほ
か
︑
高
速
道
路
網
が
繋
が

っ
て
い
な
い
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
の
存
在
を
指
摘
し
︑
大
阪

湾
岸
道
路
西
伸
部
や
淀
川
左

岸
線
延
伸
部
の
早
期
完
成
を

要
望
し
た
︒

自
動
車
関
係
9
団
体
が
自

民
党
自
動
車
議
員
連
盟
に

対
し
要
望

星
野
会
長
が
業
界
の

要
望
を
伝
え
る

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

食
堂
の
営
業
を
再
開

岡
山
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

岡
山
Ｔ
Ｓ
は
︑
４
月
４
日

㈪
か
ら
食
堂
の
営
業
を
再

開
し
て
い
る
︒
営
業
時
間
は

次
の
通
り
︒

・ 

月
曜
～
金
曜
︙
８
時
～

19
時

・
土
曜
︙
８
時
～
14
時

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
環
境
対
策
委
員
会
（
眞

４
月
８
日
に
東
京
都
千
代
田

区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

で
開
催
さ
れ
た
自
由
民
主
党

自
動
車
議
員
連
盟
政
策
懇
談

会
に
出
席
し
︑
税
制
等
に
関

す
る
要
望
事
項
を
説
明
し
た
︒

　

同
会
に
は
︑
自
動
車
関
係

の
９
団
体
が
出
席
し
︑
全
ト

調
査
開
始
以
来
３
番
目
に

高
い
指
数
に

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
３
月
成
約

運
賃
指
数

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
は
４
月
５
日
︑
平
成
28

年
３
月
分
の
求
荷
求
車
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ

鍋
博
俊
委
員
長
）を
中
心
に
︑

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
筒
井
康
之
会
長
）
で
は
︑

同
県
川
崎
市
川
崎
区
東
扇
島

内
の
道
路
周
辺
に
大
量
の
ゴ

ミ
が
常
時
捨
て
ら
れ
て
お

り
︑
そ
の
ゴ
ミ
の
大
半
が
ト

ラ
ッ
ク
か
ら
の
車
内
ゴ
ミ
で

あ
る
と
い
う
現
状
を
受
け
︑

川
崎
市
を
主
体
に
神
奈
川
県

ト
協
ら
関
係
団
体
が
清
掃
活

動﹁
東
扇
島
ク
リ
ー
ン
作
戦
﹂

を
実
施
し
て
い
る
︒し
か
し
︑

清
掃
活
動
後
も
絶
え
ず
ポ
イ

捨
て
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
︑
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
作

成
・
配
布
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

お
よ
び
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
モ
ラ
ル
向
上
を
促
し
て
い

る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
３
月
２
日

開
催
の
第
45
回
環
境
対
策
委

員
会
で
︑
同
東
扇
島
内
の
道

路
周
辺
に
つ
い
て
︑
不
法
投

棄
防
止
対
策
モ
デ
ル
事
業
の

重
点
モ
デ
ル
地
区
に
指
定

し
︑
不
法
投
棄
抑
制
を
目
指

し
て
い
る
︒

　

そ
の
一
環
と
し
て
︑
神
奈

川
県
ト
協
・
全
ト
協
・（
公

財
）
交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
モ

ビ
リ
テ
ィ
財
団
の
連
名
に
よ

る
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
各
都
道

府
県
ト
協
に
送
付
し
︑
掲
出

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
︒

　

ポ
ス
タ
ー
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
︑
全
ト
協
交
通

・
環
境
部
（
☎
03
・
３
３
５

４
・
１
０
４
５
）
ま
で
︒

一般社団法人神奈川県トラック協会 公益社団法人全日本トラック協会 公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団

運送業にとって、道路は大切な職場です。
職場を安全で快適な場所にするため、

ゴミのポイ捨ては絶対にしないよう、
ご協力をお願いいたします。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん

見
ら
れ
て
い
ま
す
よ

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て

プロドライバー
のみなさまへ

協
か
ら
は
星
野
良
三
会
長
と

福
本
秀
爾
理
事
長
が
出
席
︒

一
方
︑同
議
員
連
盟
か
ら
は
︑

額
賀
福
志
郎
会
長
（
衆
・
茨

城
２
区
）
の
ほ
か
︑
野
田
毅

副
会
長（
衆
・
熊
本
２
区
）︑

細
田
博
之
幹
事
長
（
衆
・
島

根
１
区
）︑
佐
藤
信
秋
事
務

局
長
（
参
・
比
例
）
が
出
席

し
た
︒

　

全
ト
協
か
ら
は
︑
星
野
会

長
が
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か

ら
の
要
望
事
項
と
し
て
︑
①

自
動
車
関
係
諸
税
の
簡
素
化

・
軽
減
②
中
小
企
業
投
資
促

進
税
制
の
延
長
③
高
速
道
路

料
金
の
大
口
・
多
頻
度
割
引

最
大
50
％
の
継
続
︱
︱
を
説

明
し
た
︒

Ｉ
Ｔ
）
成
約
運
賃
指
数
を
発

表
し
た
︒

　

28
年
３
月
の
運
賃
指
数
は

１
１
７
と
な
り
︑
繁
忙
期
で

あ
る
３
月
と
し
て
は
26
年（
１

２
６
）︑
27
年
（
１
１
９
）
に

次
い
で
調
査
開
始
以
来
３
番

目
に
高
い
指
数
と
な
っ
た
︒

　

ま
た
︑荷
物
情
報（
求
車
）

登
録
件
数
は
10
万
８
３
５
３

件
と
な
り
︑
前
年
同
月
比
５

と
連
携
し
︑
道
路
や
駐
車
施

設
等
に
お
け
る
車
内
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨
て
防
止
の
徹
底
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
︑
業
界
を

挙
げ
た
﹁
車
内
ゴ
ミ
の
ポ
イ

捨
て
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂

を
実
施
し
て
い
る
︒

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
︑

車
内
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
問
題

が
特
別
に
深
刻
と
さ
れ
る
重

点
地
区
を
選
定
し
︑
啓
発
活

動
等
を
通
じ
て
車
内
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨
て
防
止
の
徹
底
を
図

る
ほ
か
︑
看
板
や
監
視
カ
メ

ラ
等
の
設
置
に
よ
る
効
果
を

検
証
す
る
︒

１
４
２
件
増（
５
・
０
％
増
）︑

前
月
比
２
万
７
５
８
４
件
増

（
34
・
２
％
増
）
と
な
り
︑

引
き
続
き
利
用
者
数
の
増
加

傾
向
が
続
い
て
い
る
︒

「
車
内
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施
中

各
ト
協
に
ポ
ス
タ
ー
配
布

表　  貨物自動車運送事業者が運転者に対して行う指導及び監督の指針の改正概要
第１章　一般的な指導及び監督の指針【改正事項】
○「一般的な指導及び監督の内容」

題　目 改正後の追加内容
①�「トラックを運転する場合の心構え」 交通事故統計を活用し事故の影響の大きさを理解させる

②�「トラックの運行の安全を確保するために遵守すべき
基本的事項」

規定に基づく日常点検の実施及び適切な運転姿勢での運転の重要性を、それを怠ったことによる事故が発生
した際に事業者及び運転者が受ける罰則、処分及び措置及び交通事故が加害者等に与える心理的影響を
説明することにより確認させる

③�「トラックの構造上の特性」 トレーラを運転する際に留意すべき事項及び貨物の特性を理解した運転を理解させる。トレーラにより、コンテ
ナを運搬する事業者にあっては、コンテナロックの重要性を理解させる

④�「貨物の正しい積載方法」 軸重違反を防止するための積載方法を理解させる

⑤�「過積載の危険性」 法令に基づき荷主が遵守すべき事項、運転者等が受ける過積載に対する罰則、処分及び措置を理解させる

⑥�「危険物を運搬する場合に留意すべき事項」 該当する事業者にあってはタンクローリーを運転する際に留意すべき事項を指導する
危険物に該当する貨物および運搬前の安全確認について理解させる

⑦�「適切な運行の経路及び当該経路における道路及
び交通の状況」 改正なし

⑧�「危険の予測及び回避並びに緊急時における対応
方法」

注意喚起手法として指差呼称及び安全呼称を活用する。降雪が運転に与える影響、緊急時における適切な
対応を理解させる

⑨�「運転者の運転適性に応じた安全運転」 適性診断の結果に基づく個々の運転者の運動行動の特性を自覚させる
⑩�「交通事故に関わる運転者の生理的及び心理的要

因及びこれらへの対処方法」
医薬品の使用等による眠気及び飲酒の生理的要因による事故の可能性を理解させる
規定に基づき運転者の勤務時間及び乗務時間を定める場合の基準を理解させる

⑪�「健康管理の重要性」 ストレスチェック等に基づき精神面の健康管理の重要性を理解させる
⑫�「安全性の向上を図るための装置を備える事業用自

動車の適切な運転方法」【新設】 安全性の向上を図るための装置を使用した場合の適切な運転方法を理解させる

上記事項を実施するための期間　▷上記内容について運転者に対する指導・監督を一年ごとに実施する旨を規定
第２章　特定の運転者に対する特別な指導の指針【改正事項】
○「初任運転者に対する特別な指導の内容及び時間」
◆一般的な指導及び監督内容を実施
◆上記内容を座学および実車を用いることにより実施　→ 15時間以上　現行：６時間以上（座学のみ）
※積載方法、日常点検および車高等のトラックの構造上の特性に関しては実車を用いて指導

◆実際にトラックを運転させ、安全な運転方法を指導　→【新設】20時間以上

助成対象車両・助成金額
▶国土交通省の補助金を併用することを条件とするもの
①天然ガス自動車（新車）

最大積載量

2トンクラス
4トンクラス

価格差（円）

800,000
3,000,000

助成額（円）

134,000
500,000

注１　国土交通省の定める「通常車両価格との差額」
注２　国土交通省の定める「使用過程にあるディーゼル車のCNGトラックへの改造事業にお

ける改造に要する経費」

※いずれも、リース・購入ともに対象とする。
※バイフューエル車（CNGとガソリンの併用車）の助成額は、定額 50,000 円とする。

注１

注１

▶国土交通省の補助金を併用することを条件としないもの
　大型天然ガス自動車（新車）

車両総重量

25トンクラス

助成額（円）

1,000,000

※リース・購入ともに対象とする。

注２

②ハイブリッド自動車（新車）

最大積載量

2トンクラス
4トンクラス

価格差（円）

770,000
2,680,000

助成額（円）

97,000
335,000

③天然ガス自動車（使用過程車改造）

最大積載量

2トンクラス
4トンクラス

改造費（円）

800,000
3,000,000

助成額（円）

100,000

神奈川県ト協・全ト協・（公財）交通エ
コロジー・モビリティ財団の連名による
啓発ポスター

Ｃ
Ｎ
Ｇ
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
が
対
象

平
成
28
年
度 
低
公
害
車
導
入
促
進
助
成
制
度

現状や要望事項等について説明を行う坂本全ト
協副会長（4月7日、国土交通省）

要望事項を説明する星野会長（4月8日、ホテル
ニューオータニ）

（1面に関連）

宮崎 瑠依さん

トラックドライバーさんトラックドライバーさん

お国自慢！お国自慢！

TBSラジオ「ドライバーズ・リクエスト」

　このコーナーでは、全国で様々な荷物を運んでいる
トラックドライバーに、「お気に入りのドライブスポット」や
「ご当地グルメ」を紹介していただいています。
　第3回目は、沖縄県浦添市にある㈱沖縄急送の仲里
美奈子さんにお話を伺います。どうぞご期待ください。

※本紙5月1日号に番組のダイジェスト版を掲載予定です。

第3回（4月29日放送予定）沖縄県

トラックドライバーの皆さんに、
地元のおすすめ情報をインタビュー！

 表   平成28年度低公害車導入促進助成事業の概要
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N
ew

s 2016.4.1—
4.15

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

新規許可
貨物自動車

運送事業者数
（平成28年1月末）
全日本トラック協会調査
運
輸
局

都道
府県

平成
28年
1月

前年
同期
比

北海道 7 -2�

東
北

青　森 1 1�
岩　手 0 0�
宮　城 3 -2�
秋　田 0 0�
山　形 0 -2�
福　島 2 0�
計 6 -3�

関
東

茨　城 1 -2�
栃　木 1 0�
群　馬 0 -1�
埼　玉 2 -3�
千　葉 3 0�
東　京 4 0�
神奈川 2 -2�
山　梨 0 -1�
計 13 -9�

北
陸
信
越

新　潟 1 1�
長　野 1 1�
富　山 1 1�
石　川 0 0�
計 3 3�

中
部

福　井 0 0�
岐　阜 4 4�
静　岡 4 3�
愛　知 1 1�
三　重 1 0�
計 10 8�

近
畿

滋　賀 3 2�
京　都 3 1�
大　阪 10 2�
兵　庫 4 1�
奈　良 2 2�
和歌山 1 -2�
計 23 6�

中
国

鳥　取 0 0�
島　根 0 0�
岡　山 2 1�
広　島 1 -1�
山　口 0 0�
計 3 0�

四
国

徳　島 2 2�
香　川 0 0�
愛　媛 2 1�
高　知 1 1�
計 5 4�

九
州

福　岡 1 0�
佐　賀 0 0�
長　崎 0 -1�
熊　本 0 0�
大　分 0 0�
宮　崎 0 0�
鹿児島 0 0�
計 1 -1�

沖　縄 0 0�
※ 0 -1�

合　計 71 5�
※申請者住所が当該運輸局管
轄外の都道府県

注１）一般・特積に限る。
注２）各地方運輸局ホームペー

ジおよび都道府県トラック
協会からの情報により全
日本トラック協会が集計。

運転マナーの大切さ
〔第54回〕

  4月半ばを過ぎたこの時期は、関東から西では桜の花も散って
葉桜が目立つようになりますが、北の地方ではこれから満開を迎
えるところも多いでしょう。桜といえば、「花見」ですが、最近の
特徴は花見を楽しむ外国人観光客が「爆増」したということで
しょうか。
　ところで、外国人観光客からみた日本の印象の一つとしてよく
聞かれるのが「マナーの良さ」です。並ぶ時は整然と列をなして
並び、割り込んだりしない、道路にごみなどをポイ捨てしないな
どです。こうしたマナーの良さが、日本のイメージや評価を高め
ていることは確かでしょう。
　トラック運送業界も同じことがいえます。マナーの良い運転は
業界のイメージや評価を高めます。逆に、マナーの悪い運転をす
れば、業界のイメージや評価を損なわせ低下させてしまいます。

●“あおり”や“割り込み”が悪評に繋がる
Ａさん「トラックへの苦情でよく耳にするのが“あおり”だよね。

異常に接近して、“早く走れ”とか“そこどけ”とか、威嚇
するような行為をする」

Ｂさん「カミさんが言ってたけど、トラックにすぐ後ろにつかれた
時、振り返っても車体しか見えずドライバーの顔が見え
ない。顔が見えないと人間が運転しているようには思え
ず、このまま押しつぶされるんじゃないかと、すごく怖
かったそうだ。“あんたもあんな運転をしてるんじゃない
の”ってにらまれたよ」

Ａさん「マナーの悪い運転は、ドライバーの家庭生活にも悪影響
を及ぼすわけだ」

Ｂさん「“割り込み”もそうだね。大きなタイヤが目の前に割り込
んできたら、怖いと思うよ」

Ａさん「“あおり”も“割り込み”も、マナーの悪さの代表みたい
に言われるけど、よく考えてみると“あおり”なんて『車
間距離不保持』という違反行為だよ。“割り込み”にして
も、『他人に危害を与えないような速度と方法で運転し
なければならない』という道路交通法第70条の「安全
運転の義務」からすれば、違反すれすれの行為だ」

Ｂさん「いずれにしても、この二つは昔からトラックにつきまとっ
ている悪評だよね」

●窓からのポイ捨ても違反行為　
Ｂさん「走行中に窓から空缶やペットボトル、煙草の吸殻などを

投げ捨てるドライバーもいるよね」
Ａさん「そうした“ポイ捨て”も、実は違反行為なんだ。同法第76

条の『禁止行為』の中に『道路において進行中の車両等
から物件を投げること』というのがある。つまり、ペット
ボトルや空缶はもちろん、紙くずや煙草の吸殻などの投
げ捨ても違反になる。それだけ危険な行為ということな
んだ」

Ｂさん「確かに“ポイ捨て”は危険だよ。いきなりペットボトルな
んかが飛んできたら、たとえ当たらなくても歩行者は
びっくりするし、自転車だったらバランスを崩して転倒す
るかもしれない」

Ａさん「車だってそうだよ。レジ袋のようなものでも、それが目の
前に飛んできてフロントガラスに貼り付きでもしたら、
あわてて急ハンドルを切ったり急ブレーキをかけること
があるからね」

Ｂさん「“ポイ捨て”は、他の車に事故を起こさせてしまう危険が
あるということだね」

Ａさん「だから、絶対にしてはいけないんだ」

●会社と業界の二つの看板　
Ｂさん「トラックは車体が大きいから、ついつい黄門さまの印籠

みたいに“控えおろう”みたいな気になりやすい」
Ａさん「弱きを助ける黄門さまならいいけど、年がら年中印籠を

振りかざして、“そこどけ、そこどけ”と我が物顔で走って
いたら、いつまでたっても悪役しか務まらない」

Ｂさん「でも、実際には営業用トラックの多くはマナーの良い運
転をしている。ヒンシュクを買うような運転をするのは
一部なんだけど、世間はそこだけ見てレッテルを貼って
しまうから怖いよね」

Ａさん「我々は会社と業界の二つの看板を背負って走っている。
今さらかもしれないけど、おごりをなくし、常に“相手に
譲る”という姿勢を忘れないようにしないとね」

あおり

時

こ
こ
ま
で
来
た

新
代

天天
然然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

　

天
然
ガ
ス
自
動
車
の
普
及
に

向
け
て
︑
日
本
ガ
ス
協
会
を
中

心
に
ス
タ
ン
ド
の
整
備
︑
各
種

法
規
制
の
緩
和
活
動
︑
運
輸
会

社
と
の
共
同
で
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に

よ
る
都
市
間
輸
送
の
実
証
実
験

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
︒
自
動

車
メ
ー
カ
と
し
て
は
︑
い
す
ゞ

が
２
０
１
５
年
に
Ｃ
Ｎ
Ｇ
の
大
型

ト
ラ
ッ
ク
を
市
場
導
入
し
︑
２
０

２
０
年
に
向
け
て
さ
ら
に
高
効

率
の
Ｃ
Ｎ
Ｇ
／
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
大
型

ト
ラ
ッ
ク
を
開
発
し
て
い
る
︒
ま

た
︑
バ
ス
や
小
型
ト
ラ
ッ
ク
が

地
球
に
や
さ
し
い
車
と
し
て
一
部

で
運
用
さ
れ
て
い
る
が
︑
乗
用

車
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ

て
い
な
い
︒

　

世
界
に
目
を
向
け
る
と
︑
２

０
０
０
万
台
（
日
本
は
４
・
５
万

台
）
を
超
え
る
天
然
ガ
ス
自
動

車
が
走
っ
て
お
り
︑
そ
の
う
ち

84
％
が
乗
用
車
で
あ
る
︒
天
然

ガ
ス
自
動
車
が
普
及
し
て
い
る

国
の
多
く
は
天
然
ガ
ス
の
産
出

国
で
︑
燃
料
価
格
が
安
価
な
た

め
古
く
か
ら
天
然
ガ
ス
自
動
車

が
利
用
さ
れ
て
い
る
︒
一
方
︑
中

国
で
は
大
気
汚
染
対
策
の
た
め

に
︑
２
０
０
０
年
代
か
ら
天
然
ガ

ス
自
動
車
が
急
速
に
普
及
し
始

め
て
︑
そ
の
数
は
４
０
０
万
台
を

超
え
︑
急
速
な
勢
い
で
台
数
が

増
加
し
て
い
る
︒
イ
ン
ド
も
似

た
よ
う
な
状
況
だ
︒天
然
ガ
ス
は
︑

燃
焼
時
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
ガ
ソ

リ
ン
比
20
％
以
上
少
な
い
の
で
︑

欧
州
で
は
環
境
に
や
さ
し
い
車

と
し
て
多
く
の
天
然
ガ
ス
の
乗

用
車
が
販
売
さ
れ
︑
最
近
の
10

年
間
で
普
及
台
数
が
３
倍
に
も

な
っ
て
い
る
︒

　

日
本
で
は
︑
Ｅ
Ｖ
と
Ｆ
Ｃ
Ｖ

が
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
な
い
車
と
し

て
国
を
挙
げ
て
普
及
が
図
ら
れ

て
い
る
が
︑
Ｅ
Ｖ
は
発
電
時
に
︑

Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
水
素
製
造
時
に
そ
れ

ぞ
れ
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
て
い
る
こ

と
は
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
︒
こ

れ
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
を
筆
者
が
算
出
す

る
と
︑
Ｅ
Ｖ
︑
Ｆ
Ｃ
Ｖ
と
も
に

天
然
ガ
ス
を
使
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
よ
り
も
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
多
い

と
い
う
結
果
に
な
っ
た
︒

　

将
来
的
に
不
安
定
な
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
が

普
及
す
る
と
︑
条
件
の
良
い
日

は
電
力
が
余
る
よ
う
に
な
る
の

で
︑
電
力
を
貯
蔵
す
る
こ
と
が

必
須
に
な
る
︒
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
は
膨
大
な
の
で
︑
水
を
電
気

分
解
し
て
水
素
や
メ
タ
ン
の
化

学
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
貯
蔵
す

る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
︒

日
立
造
船
で
は
︑﹁
グ
ロ
ー
バ
ル

二
酸
化
炭
素
リ
サ
イ
ク
ル
﹂
と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
お

り
︑
日
本
の
工
場
で
発
生
し
た

Ｃ
Ｏ
２
を
液
化
し
て
Ｌ
Ｎ
Ｇ
タ
ン

カ
ー
で
中
東
の
砂
漠
の
国
に
運

び
︑
太
陽
光
で
発
電
し
た
電
力

で
製
造
し
た
水
素
と
反
応
さ
せ

て
メ
タ
ン
を
精
製
す
る
︒
そ
れ

を
Ｌ
Ｎ
Ｇ
タ
ン
カ
ー
で
日
本
に

運
ん
で
利
用
す
る
︑
と
い
う
壮

大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
︒
こ
の
方

法
を
使
う
と
︑
既
存
の
天
然
ガ

ス
の
イ
ン
フ
ラ
を
使
っ
て
︑
日
本

の
工
場
は
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
ゼ
ロ
で

操
業
が
可
能
に
な
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
天
然
ガ
ス
（
メ

タ
ン
）
は
︑
短
期
的
に
も
長
期

的
に
も
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
低
減
の

手
段
と
し
て
利
用
で
き
る
︒
運

輸
部
門
で
は
天
然
ガ
ス
自
動
車

の
普
及
を
図
る
の
が
合
理
的
で

あ
る
︒
我
々
の
天
然
ガ
ス
自
動

車
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
︒
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Ｇ
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
（
最
大

積
載
量
５
㌧
か
つ
車
両
総
重

量
８
㌧
以
上
の
改
造
車
両
を

除
く
）
と
︑
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
（
最
大
積

載
量
２
㌧
か
つ
車
両
総
重
量

４
㌧
以
下
の
車
両
を
除
く
）︒

　

補
助
内
容
に
つ
い
て
は
︑

経
年
車
（
平
成
28
年
度
中
に

新
規
登
録
後
11
年
以
上
経
過

し
て
い
る
自
動
車
）
の
廃
車

を
伴
う
新
車
購
入
の
場
合

は
35
・
４
％
に
と
ど
ま
っ
た
︒

　

一
方
︑
中
小
企
業
向
け
Ｗ

ｅ
ｂ
調
査
（
回
答
３
８
５
７

社
）
の
結
果
に
よ
る
と
︑
原

材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

の
価
格
転
嫁
に
つ
い
て
︑﹁
価

格
転
嫁
が
必
要
な
状
況
﹂
と

す
る
回
答
は
36
・
６
％
で
︑

こ
の
う
ち
﹁
転
嫁
が
で
き
な

か
っ
た
﹂が
30
・
２
％
だ
っ
た
︒

　

取
引
単
価
の
引
き
上
げ
に

よ
り
収
益
が
改
善
し
た
場
合
︑

﹁
従
業
員
の
賃
金
を
引
き
上

げ
る
﹂
と
の
回
答
は
71
・
６

％
を
占
め
た
︒

　

取
引
上
の
立
場
が
弱
い
恐

れ
の
あ
る
事
業
者
に
対
す
る

聞
き
取
り
調
査（
１
９
１
社
）

の
結
果
に
よ
る
と
︑
一
律
○

％
︑
総
額
○
○
○
円
な
ど
の

合
理
的
な
説
明
の
な
い
原
価

低
減
要
請
や
︑
人
件
費
・
労

務
費
な
ど
の
高
騰
分
を
転
嫁

で
き
な
い
︑
と
い
っ
た
課
題

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
︒

　

な
お
︑
自
由
民
主
党
政
務

調
査
会
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
政
策
調
査
会
は
４
月

７
日
に
︑
下
請
代
金
法
や
独

占
禁
止
法
の
運
用
の
徹
底
・

強
化
︑
下
請
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
内
容
の
一
層
の
充
実
︱
︱

な
ど
を
掲
げ
た
﹁
新
た
な
下

請
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
対
策
に
つ
い
て
の
提
言
﹂

を
発
表
し
て
い
る
︒

は
︑
通
常
車
両
価
格
と
の
差

額
の
２
分
の
１
（
ま
た
は
車

両
本
体
価
格
の
４
分
の
１
）

を
︑
新
車
の
み
の
購
入
の
場

合
は
通
常
車
両
価
格
と
の
差

額
の
３
分
の
１
（
ま
た
は
車

両
本
体
価
格
の
４
分
の
１
）

を
補
助
す
る
︒
予
算
総
額
は

３
・
６
億
円
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
９
月
１

日
㈭
～
９
月
30
日
㈮
で
︑
地

方
運
輸
局
お
よ
び
運
輸
支
局

で
申
し
込
み
を
受
け
付
け

る
︒
な
お
︑
詳
細
に
つ
い
て

は
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

﹁
助
成
制
度
﹂
か
ら
閲
覧
可

能
︒ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
の
生
産
性

向
上
を
目
指
し
て

生
産
性
革
命
本
部

第
２
回
会
合
を
開
催

　

国
土
交
通
省
は
４
月
11
日
︑

﹁
国
土
交
通
省
生
産
性
革
命

本
部
﹂
第
２
回
会
合
を
開
催

し
︑
生
産
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
第
２
弾
を
選
定
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑本
年
を
﹁
生

産
性
革
命
元
年
﹂
と
位
置
づ

け
︑
省
を
挙
げ
て
﹁
社
会
の

ベ
ー
ス
﹂︑﹁
産
業
別
﹂︑﹁
未

来
型
﹂
の
３
分
野
の
生
産
性

向
上
に
取
り
組
む
た
め
︑
３

月
７
日
に
同
本
部
を
立
ち
上

げ
て
い
る
︒

　

生
産
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第

２
弾
で
は
︑
荷
主
協
調
の
ト

ラ
ッ
ク
業
務
改
革
な
ど
﹁
成

長
加
速
物
流
﹂︑
受
け
取
り

や
す
い
宅
配
便
な
ど
﹁
暮
ら

し
向
上
物
流
﹂
の
推
進
に
よ

る
﹁
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
取

り
組
む﹃
物
流
生
産
性
革
命
﹄

の
推
進
﹂︑
特
車
通
行
許
可

の
迅
速
化
や
ダ
ブ
ル
連
結
ト

ラ
ッ
ク
に
よ
る
省
人
化
な
ど

﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
生
産
性

向
上
に
資
す
る
道
路
施
策
﹂

が
含
ま
れ
て
い
る
︒

運
転
者
異
常
時
シ
ス
テ
ム

世
界
初
の
指
針
策
定

　

国
土
交
通
省
は
３
月
29

日
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が
急
病
等

に
よ
り
運
転
の
継
続
が
困
難

に
な
っ
た
場
合
に
︑
自
動
車

を
自
動
で
停
車
さ
せ
る
﹁
ド

ラ
イ
バ
ー
異
常
時
対
応
シ
ス

テ
ム
﹂
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

世
界
に
先
駆
け
て
策
定
し
た
︒

　

産
学
官
が
連
携
し
た
先
進

安
全
自
動
車
（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）
推

進
検
討
会
で
検
討
し
て
い
た
︒

　

検
知
方
法
は
︑
①
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
異
常
自
動
検
知
型

②
ド
ラ
イ
バ
ー
押
し
ボ
タ
ン

型
③
同
乗
者
押
し
ボ
タ
ン
型

︱
︱
の
３
タ
イ
プ
で
︑
①
に
つ

い
て
は
誤
作
動
が
︑
③
に
つ

い
て
は
い
た
ず
ら
等
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
︑
運
転
者
に
異

常
が
な
い
場
合
に
は
作
動
を

解
除
で
き
る
よ
う
︑
減
速
開

始
前
に
一
定
時
間
警
報
を
鳴

ら
す
と
し
て
い
る
︒

　

減
速
度
の
制
御
に
つ
い
て

は
︑
後
続
車
の
追
突
や
バ
ス

の
立
ち
席
の
乗
客
に
配
慮
し

た
減
速
度
と
し
︑
同
乗
者
や

乗
客
に
対
し
て
は
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
に
異
常
が
起
き
て
い
る

た
め
に
減
速
す
る
こ
と
を
︑

﹁
物
流
特
殊
指
定
﹂

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成

不
公
正
な
取
引
防
止
へ

　

公
正
取
引
委
員
会
は
こ
の

ほ
ど
︑
独
占
禁
止
法
に
基
づ

く
﹁
物
流
特
殊
指
定
﹂（
特

定
荷
主
が
物
品
の
運
送
又
は

保
管
を
委
託
す
る
場
合
の
特

定
の
不
公
正
な
取
引
方
法
）

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
︒

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
規
制

対
象
の
取
引
と
と
も
に
︑
対

象
と
な
る
特
定
荷
主
の
禁
止

行
為
と
し
て
①
代
金
の
支
払

遅
延
︑
②
代
金
の
減
額
︑
③

音
や
表
示
等
で
注
意
喚
起
す

る
こ
と
と
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
付
近
を
走
行
す

る
他
の
車
両
や
歩
行
者
等
に

対
し
︑
自
車
に
異
常
が
起
き

て
い
る
こ
と
を
警
報
音
で
報

知
し
︑
後
続
車
に
は
ハ
ザ
ー

ド
ラ
ン
プ
の
点
滅
に
よ
り
減

速
す
る
こ
と
を
報
知
す
る
と

し
て
い
る
︒

買
い
た
た
き
︑
④
物
の
購
入

強
制
・
役
務
の
利
用
強
制
︱

︱
な
ど
に
つ
い
て
︑
具
体
例

を
挙
げ
て
分
か
り
や
す
く
解

説
︒

　

こ
う
し
た
違
反
事
案
に
関

し
て
は
︑
調
査
の
結
果
︑
荷

主
に
違
反
行
為
が
認
め
ら
れ

た
場
合
に
は
︑
警
告
・
注
意

な
ど
を
行
う
と
と
も
に
︑
改

善
し
な
い
場
合
に
は
﹁
排
除

措
置
命
令
﹂
を
発
出
し
是
正

さ
せ
る
と
し
︑
注
意
喚
起
し

て
い
る
︒

　

な
お
︑
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は

公
取
委
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
︒

平
成
28
年
度
第
１
回
試
験

日
程
を
発
表

運
行
管
理
者
試
験
セ
ン
タ
ー

　
（
公
財
）
運
行
管
理
者
試

験
セ
ン
タ
ー
は
４
月
１
日
︑

平
成
28
年
度
第
１
回
試
験
に

つ
い
て
︑
申
請
期
間
お
よ
び

日
程
を
発
表
し
た
（
表
）︒

　

ま
た
同
日
︑
平
成
27
年
度

第
２
回
運
行
管
理
者
試
験

（
平
成
28
年
３
月
６
日
実

施
）の
結
果
発
表
を
行
っ
た
︒

今
回
の
貨
物
試
験
の
受
験
者

数
は
２
万
９
５
２
０
人
で
︑
８

５
８
２
人
が
合
格
し
︑
合
格

率
は
29
・
１
％
だ
っ
た
︒

　

詳
細
・
問
い
合
わ
せ
は
︑

運
行
管
理
者
試
験
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
︒

　

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ

ど
︑
平
成
28
年
度
﹁
自
動
車

運
送
事
業
用
車
両
の
環
境
対

応
車
導
入
に
係
る
補
助
制

度
﹂
に
よ
る
︑
環
境
対
応
ト

ラ
ッ
ク
の
次
世
代
自
動
車
の

燃
料
高
騰
で
価
格
改
定
55
％

大
企
業
、
取
引
改
善

調
査
で

　

中
小
企
業
庁
は
３
月
31

日
︑
下
請
等
中
小
企
業
の
取

引
条
件
の
改
善
に
向
け
た
調

査
結
果
を
ま
と
め
た
︒

　

中
小
企
業
︑
小
規
模
事
業

者
が
賃
上
げ
を
し
や
す
い
環

境
を
作
る
こ
と
が
目
的
︒

　

大
企
業
調
査
（
回
答
７
０

導
入
に
対
す
る
補
助
金
交
付

予
定
枠
の
申
込
期
間
に
つ
い

て
︑
９
月
１
日
㈭
か
ら
９
月

30
日
㈮
と
す
る
こ
と
を
発
表

し
た
︒

　

補
助
対
象
車
種
は
︑
Ｃ
Ｎ

６
２
社
）の
結
果
に
よ
る
と
︑

価
格
改
定
を
求
め
ら
れ
た
場

合
に
︑
原
則
と
し
て
反
映
に

応
じ
る
項
目
と
し
て
は
︑﹁
原

材
料
価
格
の
高
騰
を
踏
ま
え

た
コ
ス
ト
増
加
分
﹂
が
74
・

９
％
︑﹁
消
費
税
﹂
が
約
70

・
８
％
で
︑﹁
燃
料
費
の
高

騰
を
踏
ま
え
た
コ
ス
ト
増
加

分
﹂
は
54
・
７
％
だ
っ
た
︒

ま
た
︑﹁
人
手
不
足
を
理
由

と
し
た
労
務
費
の
上
昇
分
﹂

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
開
催

に
伴
う
交
通
対
策
に
協
力

要
請

対
象
地
域
へ
の
乗
り
入
れ

自
粛
求
め
る

　

警
察
庁
は
４
月
６
日
︑
伊

勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
（
５
月
26

日
・
27
日
︑三
重
県
志
摩
市
）

の
開
催
に
伴
い
︑
交
通
対
策

へ
の
協
力
を
依
頼
す
る
文
書

を
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
宛

て
に
発
出
し
た
︒

一
般
道
路
で
︑
警
察
庁
で
は

対
象
地
域
等
へ
の
自
動
車
の

乗
り
入
れ
自
粛
を
求
め
て
い

る
︒
対
象
期
間
は
５
月
25
日

㈬
～
28
日
㈯
で
︑
対
象
地
域

等
は
表
の
通
り
︒

　

警
察
庁
か
ら
の
要
請
を
受

け
︑
全
ト
協
で
は
同
日
︑
各

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
宛

て
に
同
内
容
の
文
書
を
発
出

し
︑
会
員
事
業
者
へ
の
周
知

徹
底
を
行
っ
た
︒

　

な
お
︑
交
通
規
制
等
の
情

報
は
︑
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
閲
覧
が
可
能
︒

　

交
通
対

策
の
対
象

と
な
る
の

は
︑
交
通

規
制
に
伴

う
交
通
混

雑
が
予
想

さ
れ
る
高

速
道
路
・

Ｃ
Ｎ
Ｇ
／
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド　

環
境
対
応
車
導
入
補
助
申
込

９
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

表 平成28年5月25日㈬～28日㈯における
交通対策の対象地域

対象路線 範囲

高
速
道
路

中部国際空港連絡道路・知
多横断道路・知多半島道路・
名古屋第二環状自動車道・
名古屋高速（大高線・東海
線・都心環状線）・新名神高
速道路・名阪国道・伊勢自
動車道・伊勢二見鳥羽ライ
ン・第二伊勢道路

全線

南知多道路 半田 IC～半田中央 JCT
伊勢湾岸自動車道 豊明 IC～四日市 JCT
東名阪自動車道 名古屋西 JCT～亀山 JCT

一
般
道
路

愛知県内

名古屋高速都心環状線の内側
（名古屋駅、金山総合駅、名
古屋城、大府 IC および常滑
市セントレア周辺）

三重県内 伊勢市、鳥羽市および志摩市
全域

表 平成28年度第1回運行管理者試験（貨物）
試験日 平成28年8月28日（日）

申請書頒布期間 平成28年5月20日（金）～6月10日（金）

申
請
期
間

①受験申請書によ
　る申請 平成28年5月20日（金）～6月10日（金）

②インターネット
　による申請 平成28年5月20日（金）～6月20日（月）

③おまかせ申請 平成28年4月11日（月）～6月15日（水）
試験結果の発表 試験日より1か月以内

首
都
高
・
阪
神
高
速
な
ど
に

も
大
口
・
多
頻
度
割
引
停
止

措
置
適
用
へ高速

道
路
６
会
社

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
︑
中

日
本
高
速
道
路
㈱
︑
西
日
本

高
速
道
路
㈱
（
以
下
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
３
社
）︑
首
都
高
速
道

路
㈱
︑
阪
神
高
速
道
路
㈱
︑

本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
㈱

の
高
速
道
路
６
会
社
は
︑
10

月
１
日
か
ら
車
両
制
限
令
違

反
者
に
対
す
る
大
口
・
多
頻

度
割
引
停
止
措
置
等
の
変
更

を
実
施
す
る
︒

　

実
施
内
容
は
以
下
の
通
り
︒

　

①
現
在
︑
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３

社
で
実
施
し
て
い
る
車
両
制

限
令
違
反
車
両
の
︑
大
口
・

多
頻
度
割
引
の
割
引
停
止
お

よ
び
Ｅ
Ｔ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

カ
ー
ド
の
利
用
停
止
措
置
等

に
つ
い
て
︑
同
日
か
ら
他
３

社
も
含
め
た
高
速
道
路
６
会

社
が
管
理
す
る
全
道
路
を
対

象
と
す
る
︒

　

②
現
在
︑
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３

社
で
共
有
し
て
い
る
車
両
制

限
令
違
反
情
報
に
つ
い
て
︑

同
日
か
ら
他
３
社
も
含
め
た

高
速
道
路
６
会
社
で
共
有

し
︑
割
引
停
止
措
置
等
に
反

映
さ
せ
る
︒
車
両
制
限
令
違

反
に
対
す
る
点
数
は
︑
高
速

道
路
６
会
社
が
管
理
す
る
全

て
の
道
路
に
お
け
る
違
反
が

合
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

　

な
お
︑
割
引
停
止
措
置
等

の
実
施
方
法
に
関
す
る
詳
細

に
つ
い
て
は
︑
高
速
道
路
６

会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
こ
と
︒

公 取 委
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※�2面にGW期間中の休業
案内を掲載しています
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道後やすらぎ荘

安全運行のオアシス トラックステーション

全国32か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国32か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

「道後やすらぎ荘」にぜひお越しください
全ト協保養施設

平成27年10月オープン！
「白河の関トラックステーション」

名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5条 1-1-2　 011-897-9101� 39
❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 盛　岡 岩手県滝沢市巣子 960-4　 019-688-1514 39
❺ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39
❻ 酒　田 山形県酒田市宮海字新林 572-15　 0234-33-1770� 14
❼ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45
❽ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455� 30
❾ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46
� 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41
� 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 95
� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52
� 新　井 新潟県妙高市大字猪野山字田中町 120-6 0255-73-7394 57
� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 45
� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116
� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74
� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97
� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82
� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 53
� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80
� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60
� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53
� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 1193-3 0848-46-1882 37
� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30
� 徳　島 徳島県鳴門市大麻町姫田字先達 13-1 088-683-0260 30
� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 63
� 鳥　栖 佐賀県烏栖市永吉町字来帰り 617-1 0942-83-7035 47
� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45
� 熊　本 熊本県熊本市北区植木町鐙田 1061-5 096-272-5539� 33
� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43
� 宮　崎 宮崎県児湯郡新富町大字三納代字畑中 1765-1 0983-33-0880 18

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※�駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

円
円
円

円
円
円

宿泊料金 1人〜2人 3人
１泊２食付き
１泊夕食のみ
１泊朝食のみ

【宿泊料金（サービス料・消費税および入湯税込み）】

○ご予算に応じてご会食も承ります。
チェックイン…午後４時／チェックアウト…午前10時

お問い合わせはこちらへ　Tel 089-921-4051

8,250
7,710
6,090

7,710
7,170
5,550

　

丸
ヵ
運
送
㈱
は
昭
和
33
年

に
創
業
し
た
︒
同
社
で
は
主

に
段
ボ
ー
ル
原
紙
や
紙
パ
ル

プ
の
輸
送
な
ど
を
手
が
け
て

お
り
︑
震
災
前
は
市
内
に
あ

る
製
紙
工
場
を
メ
イ
ン
に
１

２
０
社
ほ
ど
の
取
引
先
の
運

送
業
務
に
あ
た
っ
て
い
た
︒

関
東
地
方
の
ほ
か
︑
紙
業
が

盛
ん
な
八
戸
市
を
擁
す
る
青

森
県
な
ど
へ
の
輸
送
を
行
っ

　
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
の
発
生
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
。

被
災
地
で
は
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
が

本
格
化
し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る

が
、
一
方
で
福
島
県
で
は
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
で
５
年

が
過
ぎ
て
も
一
向
に
復
興
へ
の
進
捗
が
見

ら
れ
ず
、
厳
し
い
現
実
を
突
き
付
け
ら
れ

て
い
る
地
域
も
あ
る
。

　
本
企
画
で
は
大
震
災
か
ら
５
年
が
経
過

し
た
被
災
地
を
取
材
し
、
発
災
か
ら
現
在

に
お
け
る
足
取
り
を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後

を
見
据
え
た
事
業
継
続
や
復
旧
・
復
興
を

目
指
し
た
運
送
事
業
者
の
奮
闘
を
シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
し
て
い
る
。

　
最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
福
島
県
南
相

馬
市
に
本
社
を
構
え
る
丸
ヵ
運
送
㈱
（
佐

藤
信
成
代
表
取
締
役
）
を
紹
介
。
震
災
直

後
の
様
子
や
現
在
に
至
る
ま
で
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

て
い
る
︒
ま
た
︑
紙
製
品
の

保
管
も
主
た
る
業
務
と
し
て

お
り
︑
本
社
敷
地
内
に
は
板

紙
な
ど
を
保
管
す
る
た
め
の

倉
庫
も
複
数
保
有
し
て
い

る
︒
さ
ら
に
︑
同
社
で
は
相

馬
（
福
島
県
相
馬
市
）︑岩
手

（
岩
手
県
北
上
市
）︑
仙
台

（
宮
城
県
仙
台
市
）
に
営
業

所
も
構
え
て
い
る
︒

　

３
月
11
日
㈮
14
時
46
分
︑

南
相
馬
市
で
は
最
大
震
度
６

弱
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
た
︒

同
社
で
は
︑
強
い
地
震
に
よ

っ
て
本
社
の
天
井
が
一
部
落

ち
る
な
ど
し
た
も
の
の
︑
建

物
自
体
に
は
問
題
が
な
く
︑

地
震
発
生
を
受
け
て
直
ち
に

社
員
の
安
否
確
認
な
ど
を
行

っ
た
︒
し
か
し
︑
地
震
に
よ

っ
て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断

さ
れ
た
た
め
︑
携
帯
電
話
も

繋
が
ら
な
い
状
態
と
な
っ
た
︒

多
く
の
社
員
と
は
連
絡
が
取

れ
た
も
の
の
︑
２
人
の
社
員

と
は
連
絡
が
取
れ
ず
︑
安
否

不
明
と
な
っ
た
︒
ま
た
︑
電

気
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
こ
と
で
︑

主
要
顧
客
で
あ
る
製
紙
工
場

の
操
業
も
停
止
し
た
︒

　

南
相
馬
市
沿
岸
に
津
波
が

到
達
し
た
の
は
︑
地
震
発
生

の
お
よ
そ
50
分
後
と
な
る
15

時
35
分
頃
と
推
定
さ
れ
る
︒

同
社
本
社
の
あ
る
周
辺
や
Ｊ

Ｒ
原
ノ
町
駅
（
海
岸
か
ら
約

５
㌔
㍍
）
付
近
は
標
高
が
20

㍍
以
上
あ
り
︑
津
波
に
よ
る

被
害
は
な
か
っ
た
︒
一
方
︑

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
東
側
を
南
北

に
貫
く
国
道
６
号
か
ら
海
岸

ま
で
は
平
地
が
広
が
り
︑
田

園
地
帯
と
な
っ
て
い
る
︒
津

波
は
そ
の
田
園
地
帯
を
飲
み

込
み
︑
市
内
を
流
れ
る
新
田

川
な
ど
を
伝
っ
て
内
陸
ま
で

流
れ
込
み
︑
比
較
的
広
い
範

囲
で
浸
水
深
が
２
㍍
を
超
え

る
事
態
と
な
っ
た
︒
そ
の
結

果
︑
市
内
で
は
多
く
の
人
命

が
犠
牲
と
な
り
︑
国
道
６
号

や
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
が
断
絶
し
︑

ま
た
１
５
０
０
世
帯
を
超
え

る
住
家
が
全
半
壊
や
浸
水
の

被
害
を
受
け
て
い
る
︒

　

な
お
︑
震
災
が
発
生
し
た

こ
の
日
は
福
島
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
相
馬
支
部
（
同
社
は
も

と
も
と
相
馬
支
部
に
所
属
）

と
双
葉
支
部
が
合
併
し
︑
相

双
支
部
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
日
で
も
あ
っ
た
︒
合
併
初

日
に
巨
大
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
相
双
支
部
は
︑
福
島
県
ト

協
事
務
局
と
連
携
し
て
緊
急

物
資
輸
送
の
準
備
を
す
る
こ

と
と
な
っ
た
︒

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
で
は
地
震
と
津
波

に
よ
り
施
設
が
損
壊
し
︑
外

部
電
力
も
断
た
れ
︑
炉
心
冷

却
機
能
不
全
に
陥
っ
た
た

め
︑炉
心
溶
融
が
起
こ
っ
た
︒

原
子
炉
建
屋
で
水
素
爆
発
が

発
生
し
た
こ
と
で
︑
政
府
に

よ
る
避
難
指
示
エ
リ
ア
は
徐

々
に
拡
大
し
た
︒
同
社
は
︑

原
発
か
ら
直
線
距
離
で
23
㌔

㍍
ほ
ど
の
場
所
に
位
置
し
て

い
た
︒ 

　

同
社
で
は
週
明
け
の
３
月

14
日
に
︑
今
後
の
対
応
を
検

討
す
る
た
め
の
会
議
を
行
っ

た
︒
し
か
し
︑
集
ま
っ
た
社

員
は
全
社
員
95
人
（
当
時
）

中
︑
社
長
や
管
理
職
な
ど
た

っ
た
の
５
人
だ
け
で
あ
っ
た
︒

原
発
１
号
機
の
水
素
爆
発
を

受
け
た
こ
と
で
︑
震
災
発
生

翌
日
の
12
日
に
は
市
内
南
部

の
小
高
区
も
含
む
原
発
か
ら

20
㌔
㍍
圏
内
に
避
難
指
示
が

出
さ
れ
て
い
た
︒
30
代
や
40

代
の
社
員
の
多
く
は
子
ど
も

を
抱
え
て
お
り
︑
子
ど
も
や

家
族
を
守
る
た
め
に
︑
よ
り

原
発
か
ら
遠
い
相
馬
市
や
新

地
町
︑
川
俣
町
な
ど
に
避
難

し
て
い
た
の
で
あ
る
︒

　

会
議
が
行
わ
れ
た
14
日
11

時
01
分
︑
原
発
３
号
機
の
原

子
炉
建
屋
で
水
素
爆
発
が
起

こ
っ
た
︒
そ
の
時
外
に
い
た

社
員
は
︑
爆
発
音
と
と
も
に

爆
発
に
よ
る
風
圧
を
感
じ
た

と
い
う
︒

　

原
発
の
深
刻
な
状
況
を
受

け
︑
３
月
15
日
に
政
府
は
原

発
か
ら
20
～
30
㌔
㍍
圏
内
に

対
し
て
屋
内
退
避
指
示
を
発

令
︒
25
日
に
は
同
圏
内
か
ら

の
自
主
避
難
要
請
を
行
っ
て

い
る
︒
こ
う
し
た
状
況
を
受

け
︑
県
外
な
ど
か
ら
南
相
馬

市
へ
の
物
流
は
ス
ト
ッ
プ
︒

食
糧
や
飲
料
水
な
ど
生
活
に

必
要
な
物
資
の
調
達
が
困
難

に
な
っ
た
ほ
か
︑
軽
油
や
ガ

ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
も
底
を

つ
い
た
︒

　

原
発
事
故
に
よ
り
物
資
が

市
内
に
入
っ
て
こ
な
く
な
っ
た

こ
と
で
︑
市
は
市
民
の
日
常

生
活
が
危
ぶ
ま
れ
る
と
判

断
︒
独
自
の
緊
急
避
難
計
画

を
作
成
し
て
市
民
を
市
域
外

へ
避
難
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
︑

バ
ス
に
よ
る
集
団
避
難
を
実

施
し
た
︒

　

た
だ
し
市
内
で
も
︑
原
発

20
㌔
㍍
圏
外
で
は
避
難
指
示

は
発
令
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
︒

21
日
時
点
で
︑
市
内
の
避
難

所
に
残
っ
た
被
災
者
は
１
７

１
人
お
り
※１
︑
自
宅
に
留
ま
っ

て
い
た
被
災
者
も
い
た
︒
地

域
の
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
市

外
に
避
難
し
た
一
方
︑
同
社

で
は
社
長
や
管
理
職
な
ど
５

人
だ
け
が
会
社
に
残
り
︑
次

の
よ
う
な
対
応
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
た
︒

　

ま
ず
︑
安
否
不
明
と
な
っ

て
い
る
社
員
２
人
の
捜
索
活

動
で
あ
る
︒
無
事
を
信
じ
て

必
死
に
探
し
回
っ
た
も
の
の
︑

残
念
な
が
ら
震
災
発
生
２
週

間
後
に
津
波
被
害
に
よ
っ
て

亡
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
︒

　

ま
た
︑
福
島
県
ト
協
と
連

携
し
て
の
緊
急
物
資
輸
送
も

実
施
し
て
い
る
︒
先
述
の
通

り
︑
県
外
か
ら
の
物
流
は
途

絶
え
た
ま
ま
で
あ
っ
た
︒
一

方
で
市
内
に
残
る
被
災
者
も

い
た
た
め
︑
そ
う
し
た
人
々

の
命
を
繋
ぐ
べ
く
︑
緊
急
物

資
輸
送
を
懸
命
に
行
っ
た
︒

し
か
し
︑
同
社
の
陣
容
が
５

人
と
脆
弱
な
状
況
だ
っ
た
た

め
︑
全
て
の
被
災
者
に
物
資

を
行
き
渡
ら
せ
る
に
は
ど
う

し
て
も
限
界
が
あ
っ
た
︒
さ

ら
に
︑
軽
油
な
ど
の
燃
料
も

少
な
く
︑
市
外
の
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
で
補
給
を
行
お
う

と
思
っ
て
も
十
分
な
量
は
得

ら
れ
ず
︑
困
難
な
状
況
が
続

く
こ
と
と
な
っ
た
︒ 

※１
出
典
＝
﹁
南
相
馬
市
災
害

記
録
誌
﹂（
福
島
県
南
相
馬

市
）︒

　

４
月
に
入
る
と
︑
市
外
に

避
難
し
た
住
民
の
中
に
は
︑

市
内
に
戻
る
人
も
徐
々
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
し

か
し
︑ 

先
述
し
た
通
り
︑
小

さ
な
子
ど
も
の
い
る
家
庭
で

は
放
射
性
物
質
に
よ
る
影
響

が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
︑

多
く
が
市
外
の
避
難
先
で
の

生
活
を
続
け
て
い
た
︒
同
社

に
お
い
て
も
︑
３
月
31
日
現

在
で
18
人
の
社
員
が
︑
相
馬

市
や
福
島
市
︑
二
本
松
市
な

ど
県
内
各
地
や
︑
山
形
県
や

新
潟
県
な
ど
県
外
の
避
難
先

で
の
居
住
を
続
け
て
い
た
︒

　

多
く
の
社
員
が
避
難
し
た

た
め
︑
同
社
の
事
業
は
停
止

状
態
と
な
っ
た
が
︑
震
災
直

後
の
混
乱
か
ら
徐
々
に
状
況

が
落
ち
着
く
中
で
︑
同
社
で

も
３
月
末
か
ら
︑
倉
庫
で
保

管
し
て
い
た
紙
の
輸
送
に
取

り
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

そ
こ
で
︑
避
難
し
て
い
る
社

員
に
も
声
を
か
け
︑
仕
事
に

戻
る
よ
う
説
得
を
行
っ
た
︒

し
か
し
︑
原
発
は
一
時
期
の

非
常
に
深
刻
な
状
況
は
脱
し

て
い
た
と
は
い
え
︑
放
射
性

物
質
に
よ
る
影
響
を
不
安
視

す
る
社
員
も
少
な
く
は
な
か

っ
た
︒
同
社
で
は
︑
避
難
の

た
め
出
社
で
き
な
か
っ
た
社

員
に
対
し
て
は
有
給
休
暇
の

消
化
と
い
う
形
で
対
応
し
て

い
た
が
︑
震
災
発
生
か
ら
１

か
月
が
過
ぎ
︑
有
給
休
暇
の

残
日
数
が
な
く
な
っ
た
こ
と

か
ら
︑
依
然
遠
隔
地
に
避
難

し
て
い
た
社
員
に
対
し
て
は

４
月
15
日
付
で
一
時
解
雇
の

処
置
が
と
ら
れ
た
︒

　

そ
れ
で
も
︑
社
員
が
戻
り

始
め
た
こ
と
で
少
し
ず
つ
事

業
を
行
え
る
状
態
と
な
っ
た

が
︑
こ
こ
で
次
の
問
題
が
発

生
す
る
︒
原
発
20
㌔
㍍
圏
内

が
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
た

の
で
あ
る
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
同

区
域
内
の
取
引
先
は
引
き
続

き
事
業
停
止
に
追
い
込
ま
れ

た
ま
ま
と
な
っ
た
︒
そ
の
た

め
業
務
量
が
大
幅
に
減
少

し
︑
事
業
継
続
に
甚
大
な
問

題
を
与
え
た
︒

　

ま
た
︑
震
災
に
よ
る
電
力

危
機
が
︑
取
引
先
の
製
紙
工

場
の
操
業
再
開
に
暗
い
影
を

落
と
し
た
︒
夏
場
の
冷
房
需

要
急
増
に
伴
う
電
力
の
供
給

不
足
を
避
け
る
た
め
︑
経
済

産
業
省
は
東
北
電
力
・
東
京

電
力
管
内
で
︑
電
力
需
要
の

一
律
15
％
削
減
を
目
指
す
こ

と
を
５
月
13
日
に
発
表
︒
震

災
以
降
︑
安
全
性
担
保
の
問

題
か
ら
日
本
各
地
の
原
子
力

発
電
所
の
再
稼
働
が
留
保
さ

れ
た
中
で
︑
操
業
時
に
多
く

の
電
力
を
使
用
す
る
製
紙
工

場
に
と
っ
て
は
大
き
な
ダ
メ

ー
ジ
と
な
っ
た
︒﹁
取
引
先
の

減
少
﹂
と
﹁
取
引
先
の
生
産

減
少
﹂
が
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
と

な
り
︑
同
社
の
売
上
は
大
幅

に
減
少
︒
震
災
か
ら
１
年
半

を
過
ぎ
て
も
売
上
減
の
状
態

が
続
く
な
ど
︑
危
機
的
な
状

況
に
陥
っ
た
︒

　

一
方
で
︑
被
災
地
で
は
復

興
工
事
が
始
ま
り
︑
ダ
ン
プ

車
へ
の
需
要
が
高
ま
り
を
見

せ
て
い
た
︒
同
社
で
も
厳
し

い
経
営
状
況
を
打
破
す
る
た

め
に
︑
ダ
ン
プ
車
を
７
台
導

入
︒
主
に
60
歳
以
上
の
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
に
乗
務
さ
せ
た
︒

長
距
離
輸
送
が
減
少
し
た
こ

と
で
生
ま
れ
た
余
剰
人
員
の

有
効
活
用
と
︑
年
齢
的
に
体

力
が
厳
し
く
な
っ
て
き
た
高

齢
者
を
近
距
離
輸
送
に
シ
フ

ト
さ
せ
る
こ
と
で
高
齢
者
の

雇
用
継
続
に
繋
げ
よ
う
と
い

う
狙
い
で
始
め
ら
れ
た
新
規

事
業
で
あ
っ
た
︒

　

し
か
し
︑
改
善
基
準
告
示

で
定
め
ら
れ
て
い
る
通
り
︑

長
距
離
で
の
乗
務
で
は
連
続

運
転
４
時
間
ご
と
に
30
分
以

上
の
休
息
時
間
が
確
保
さ
れ

て
い
た
が
︑
ダ
ン
プ
車
で
は

決
ま
っ
た
コ
ー
ス
を
何
度
も

往
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
に
ま
と
ま
っ
た
休
憩
が

取
り
づ
ら
く
︑
そ
の
た
め
生

活
の
リ
ズ
ム
が
狂
っ
て
し
ま

い
︑
ダ
ン
プ
車
に
乗
務
し
て

１
か
月
ほ
ど
で
根
を
上
げ
て

し
ま
う
ド
ラ
イ
バ
ー
が
少
な

く
な
か
っ
た
︒
ち
な
み
に
︑

現
在
は
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に

代
わ
り
︑
若
手
が
ダ
ン
プ
車

を
運
転
し
て
い
る
と
い
う
︒

東
北
沿
岸
部
の
運
送
事
業
者
を
訪
ね
て
④

丸
ヵ
運
送
株
式
会
社
（
福
島
県
南
相
馬
市
）

佐藤�信成
代表取締役

佐藤�廣一
総務部顧問

「広報とらっく」東日本大震災特集 2016

同社では段ボール原紙や紙パルプの保管・輸送を手がけている

26年11月には紙パルプ等を保管する新たな倉庫が供用開始された

未曽有の大震災から5年、そして今後は…
第5回（最終回）

■ 

被
災
後
の
状
況
②
原
発
事
故
直
後

原
発
事
故
の
影
響
で
市
民
の
ほ
と
ん
ど
が
避
難

５
人
が
会
社
に
残
り
懸
命
に
被
災
者
の
命
を
繋
ぐ

■ 

被
災
後
の
状
況
①
地
震
と
津
波

■ 

被
災
後
の
状
況
③

事
故
を
起
こ
し
た
福
島
第
一
原
発
か
ら
23
㌔
㍍

過
酷
な
状
況
の
中
で
経
営
継
続
に
向
け
ひ
た
む
き
に
取
り
組
む

大
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生

合
併
初
日
の
相
双
支
部
が
緊
急
物
資
輸
送
に
あ
た
る

警
戒
区
域
設
定
と
電
力
供
給
逼
迫
が
続
く

「
取
引
先
減
」「
取
引
先
生
産
減
」
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
に
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社内安全講習の即戦力社内安全講習の即戦力 ①掲出用ポスター

②研修資料

④ 「できることから今すぐやろう！」シート

③面談・添乗チェックシート

「トラック交差点事故防止マニュアル
～交差点事故撲滅キット～」配布中

　「事故の特徴」や、交差
点での注意点をまとめた「７
つの安全行動」など、交差
点事故対策に有効なポス
ター８枚（両面）を掲載。
　社内に掲出することによっ
て、ドライバーへの注意喚
起に ！

　交差点での運転時に気
を付けるべきポイントを、
データやイラストを用いて
分かりやすく解説。
　交通安全講習などの社
内研修にうってつけの資
料 ！

　ドライバーとの面談や点
呼、添乗指導等の際に活
躍必至 ！
　運転時に注意すべきポ
イントについて、ドライ
バー・管理者間で確認で
きるチェックシートです。

　交差点事故をはじめと
した、交通事故防止対策
に関する個々の目標設定
や改善案等、「安全への
取り組み」を社内で検討
できるシート。
　日々の事故防止対策に
すぐ活用できるすぐれも
の ！

　全日本トラック協会では、交差点事故防止対策に有用なポスターや研修資料、チェッ
クシートなどを制作し、「トラック交差点事故防止マニュアル～交差点事故撲滅キット～」
として全ト協ホームページ内「事故防止特設ページ」で配布しています。ダウンロードの
上、社内での交通安全講習などにぜひご活用ください。

アクセス方法 全ト協HPホーム → 会員の皆様へ → 安全対策 → 事故防止特設ページ
→ トラック交差点事故防止マニュアル～交差点事故撲滅キット～

　

原
発
事
故
の
影
響
で
︑
福

島
県
浜
通
り
地
区
と
首
都
圏

を
結
ぶ
国
道
６
号
が
長
期
間

通
行
不
能
に
な
っ
た
こ
と
も
︑

同
社
の
経
営
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
︒

　

国
道
６
号
の
ル
ー
ト
の
一

部
が
原
発
事
故
に
伴
う
警
戒

区
域
（
の
ち
に
帰
還
困
難
区

域
）
に
指
定
さ
れ
︑
通
行
不

能
と
な
っ
た
（
26
年
９
月
15

日
に
通
行
止
め
解
除
）︒
そ

の
た
め
︑
同
社
の
ト
ラ
ッ
ク

が
首
都
圏
に
向
か
う
際
は
︑

県
道
12
号
な
ど
を
経
由
し
て

福
島
市
内
に
出
て
︑
国
道
４

号
や
東
北
自
動
車
道
を
使
用

す
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

　

こ
の
迂
回
ル
ー
ト
を
走
る

と
︑
国
道
６
号
を
南
下
し
た

場
合
に
比
べ
て
約
60
㌔
㍍
走

行
距
離
が
増
え
る
︒
そ
の
た

め
燃
料
費
が
増
加
す
る
ほ

か
︑
所
要
時
間
が
多
く
な
る

こ
と
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
拘
束

時
間
も
増
え
た
︒

　

ま
た
︑
国
道
６
号
は
比
較

的
平
坦
な
と
こ
ろ
を
通
っ
て

い
る
が
︑
県
道
12
号
は
浜
通

り
地
区
と
中
通
り
地
区
を
隔

て
る
阿
武
隈
高
地
を
通
っ
て

お
り
︑
道
は
狭
隘
で
坂
や
カ

ー
ブ
が
多
い
︒
特
に
︑
南
相

馬
市
と
飯
舘
村
の
境
に
あ
る

八
木
沢
峠
は
難
所
で
あ
る
︒

そ
の
た
め
︑
国
道
６
号
走
行

時
に
比
べ
て
タ
イ
ヤ
の
消
耗

が
激
し
く
な
り
︑
経
費
増
に

繋
が
っ
た
︒

　

冬
場
に
な
る
と
︑
海
に
近

い
国
道
６
号
で
は
降
雪
の
心

配
は
少
な
い
が
︑
内
陸
部
を

進
む
県
道
12
号
や
国
道
４
号

は
積
雪
の
心
配
も
出
て
く

る
︒
道
路
に
散
布
さ
れ
る
融

雪
剤
に
よ
っ
て
車
体
が
腐
食

す
る
た
め
︑
同
社
で
も
ト
ラ

ッ
ク
の
ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
が

錆
び
る
な
ど
の
被
害
を
受
け

た
︒
ま
た
︑
大
雪
に
見
舞
わ

れ
る
と
県
道
12
号
も
通
行
不

能
と
な
っ
て
し
ま
い
︑
同
社

の
ト
ラ
ッ
ク
も
途
中
で
足
止

め
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
も
あ

る
そ
う
だ
︒

　

国
道
６
号
が
通
行
不
能
に

な
っ
て
い
る
間
︑
狭
隘
な
県

道
12
号
は
国
道
６
号
を
迂
回

す
る
車
で
交
通
量
が
大
幅
に

増
加
し
た
︒
さ
ら
に
︑
当
地

の
道
路
事
情
を
知
ら
な
い
ド

ラ
イ
バ
ー
が
運
転
す
る
車
も

多
く
入
り
込
ん
で
き
た
︒
そ

の
た
め
︑
交
通
事
故
が
発
生

す
る
危
険
性
が
非
常
に
高
か

っ
た
と
い
う
︒

　

迂
回
ル
ー
ト
は
こ
の
よ
う

に
様
々
な
リ
ス
ク
を
は
ら
ん

で
い
た
が
︑
首
都
圏
へ
の
輸

送
が
同
社
に
と
っ
て
は
屋
台

骨
で
あ
っ
た
た
め
︑
同
社
は

大
き
な
負
担
を
背
負
い
な
が

ら
ト
ラ
ッ
ク
を
走
ら
せ
続
け

た
︒

　

同
社
で
は
そ
の
ほ
か
に
も
︑

原
発
事
故
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
て
い
る
︒
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
台
シ
ー
ト
は
︑
放
射
性

物
質
の
付
着
が
懸
念
さ
れ
た

た
め
︑
全
て
廃
棄
し
て
新
調

し
た
︒
原
発
事
故
の
警
戒
区

域
に
居
住
し
て
い
た
人
や
︑

居
住
地
が
特
定
避
難
勧
奨
地

点
の
設
定
を
受
け
た
人
に
対

し
て
は
高
速
道
路
の
無
料
措

置
が
行
わ
れ
て
い
る
が
︑
社

員
の
多
く
は
こ
れ
ら
の
条
件

に
当
て
は
ま
ら
ず
︑
無
料
措

置
の
恩
恵
は
非
常
に
限
定
的

で
あ
っ
た
︒
一
方
で
︑
乗
務

時
間
増
大
を
避
け
る
た
め
に

高
速
道
路
の
利
用
を
進
め
た

た
め
︑
高
速
料
金
の
支
払
額

は
震
災
前
に
比
べ
て
倍
近
く

に
増
え
た
と
い
う
︒
そ
し
て

何
よ
り
︑
原
発
事
故
に
よ
る

﹁
取
引
先
の
減
少
﹂
と
﹁
取

引
先
の
生
産
減
少
﹂
に
見
舞

わ
れ
た
せ
い
で
失
わ
れ
た
同

社
の
利
益
は
計
り
知
れ
な
い
︒

　

東
京
電
力
に
よ
る
原
子
力

損
害
賠
償
で
は
︑
避
難
指
示

・
出
荷
制
限
・
風
評
被
害
に

伴
う
営
業
損
害
等
に
つ
い
て

丸ヵ運送株式会社
［代表取締役　佐藤　信成］

会社所在地� 福島県南相馬市原町区
中太田字後迫 281-1

設　立� 昭和 33 年 1月
資本金� 2,100 万円
社員数� 90 人
車両数� 91 台

は
賠
償
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
同

社
の
迂
回
ル
ー
ト
利
用
に
伴

う
経
費
増
大
は
賠
償
の
対
象

外
で
︑
全
部
同
社
の
持
ち
出

し
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
︒
ま

た
︑
本
来
果
た
さ
れ
る
べ
き

逸
失
利
益
へ
の
賠
償
も
︑
ま

だ
全
額
が
同
社
に
支
払
わ
れ

て
い
な
い
︒

　

遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
︑

原
発
20
㌔
㍍
圏
内
の
再
生
と

原
発
事
故
の
損
害
賠
償
︒
同

社
に
と
っ
て
は
︑
こ
れ
か
ら

が
ま
さ
に
事
業
の
復
旧
・
継

続
へ
の
正
念
場
に
な
っ
て
く
る

と
い
え
よ
う
︒

　

地
元
で
は
︑
今
後
の
先
行

き
に
関
し
て
悲
観
的
な
見
方

を
し
て
い
る
企
業
が
多
い
と

い
う
︒﹁
特
に
こ
の
地
域
で
一

番
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
の

が
︑
労
働
力
の
確
保
で
す
﹂

（
佐
藤
社
長
）
と
語
る
︒

　

同
社
で
は
︑
震
災
前
に
は

95
人
の
社
員
が
い
た
が
︑
震

災
以
降
︑
一
時
は 

70
人
に
ま

で
減
少
︒
現
在
は
よ
う
や
く

90
人
ほ
ど
に
ま
で
回
復
し
て

い
る
が
︑
震
災
以
前
は
30
代 

で
あ
っ
た
社
員
の
平
均
年
齢

が
︑
震
災
５
年
後
に
は
51
歳

に
ま
で
達
し
て
い
る
︒
社
員

の
高
齢
化
は
同
社
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
︑
30
代
・
40
代

の
働
き
盛
り
の
世
代
が
震
災

を
き
っ
か
け
に
南
相
馬
を
離

れ
︑
地
元
に
戻
っ
て
き
て
い

な
い
こ
と
も
大
き
な
要
因
で

あ
る
︒

　

働
き
盛
り
世
代
に
限
ら

ず
︑
震
災
に
よ
っ
て
人
口
の

減
少
傾
向
が
加
速
し
て
い
る

こ
と
も
気
が
か
り
な
と
こ
ろ

で
あ
る
︒
同
市
で
は
︑
平
成

７
年
（
７
万
７
８
６
０
人
）

を
ピ
ー
ク
に
人
口
流
出
が
続

い
て
お
り
︑
震
災
直
前
の
22

年
に
は
７
万
８
７
８
人
と
な
っ

て
い
た
︒
震
災
を
経
て
︑
今

年
３
月
１
日
時
点
で
の
同
市

の
人
口
は
６
万
２
８
５
２
人

（
22
年
比
11
・
３
％
減
）
と

大
き
く
減
っ
た
︒
東
日
本
大

震
災
の
影
響
は
非
常
に
深
刻

で
︑
当
地
で
は
今
後
も
人
口

の
減
少
が
予
測
さ
れ
て
い
る
︒

南
相
馬
市
に
限
ら
ず
浜
通
り

地
区
の
自
治
体
の
多
く
が
︑

震
災
や
原
発
事
故
に
端
を
発

す
る
人
口
流
出
に
危
機
感
を

抱
い
て
い
る
︒

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
今
後

ど
の
よ
う
に
戦
力
と
な
る
人

材
を
確
保
し
て
い
く
か
が
︑

同
社
に
と
っ
て
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
︒

　

南
相
馬
市
内
に
は
︑
原
町

区
に
２
校
︑
小
高
区
に
２
校

の
高
等
学
校
が
あ
る
※２
が
︑

少
子
化
の
流
れ
も
あ
っ
て
生

徒
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
︒

本
来
な
ら
高
卒
の
業
界
未
経

験
者
を
採
用
し
︑
自
社
で
育

成
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
だ

が
︑
こ
れ
ま
で
は
即
戦
力
を

重
視
し
て
経
験
者
の
中
途
採

用
が
多
く
を
占
め
て
き
た
︒

し
か
し
︑震
災
を
契
機
に
﹁
地

元
で
就
職
し
て
︑
地
域
の
復

興
に
貢
献
し
た
い
﹂
と
考
え

る
若
者
が
増
加
傾
向
に
あ

る
︒
今
年
４
月
︑
同
社
に
高

校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
が
１
人
入
社
し

た
︒﹁
自
動
車
関
係
の
仕
事

が
し
た
い
﹂
と
い
う
強
い
熱

意
を
も
ち
︑
企
業
見
学
な
ど

を
経
た
上
で
入
社
を
決
め
た

の
だ
そ
う
だ
︒
同
社
で
は
︑

今
後
こ
う
い
っ
た﹁
金
の
卵
﹂

を
ど
う
養
成
し
て
い
く
か
︑

教
育
面
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
蓄
積

を
進
め
て
い
く
と
い
う
︒

　

ま
た
︑
電
力
の
供
給
体
制

も
整
っ
た
こ
と
か
ら
︑
荷
主

の
製
紙
会
社
で
は
増
産
体
制

に
入
っ
て
い
る
︒そ
れ
に
伴
い
︑

同
社
で
は
新
し
い
倉
庫
を
建

設
し
︑
26
年
11
月
に
運
用
を

開
始
し
て
い
る
︒
荷
主
に
よ

る
増
産
と
自
社
倉
庫
の
増
設

に
伴
い
︑
仕
事
量
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
︑
同

社
で
は
今
後
人
材
の
拡
充
に

舵
を
切
っ
て
い
き
た
い
と
し

て
い
る
︒

※２
小
高
工
業
高
校
︑
小
高
商

業
高
校
は
現
在
原
町
区
内
に

て
運
営
︒

■ 

被
災
後
の
状
況
④

■ 

事
業
継
続
へ
の
取
り
組
み

国
道
６
号
の
不
通
が
厳
し
い
経
営
を
さ
ら
に
圧
迫

遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
東
電
に
よ
る
損
害
賠
償

「
被
災
し
た
地
元
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
」

高
校
卒
業
し
た
て
の
「
金
の
卵
」
が
今
年
春
に
入
社

　

そ
の
一
方
で
︑
同
社
に
と
っ

て
は
今
後
の
事
業
継
続
に
向

け
て
︑
悩
ま
し
い
問
題
も
残

さ
れ
て
い
る
︒

　

南
相
馬
市
で
は
︑
小
高
区

な
ど
一
部
地
域
で
設
定
さ
れ

て
い
る
避
難
指
示
の
解
除
に

向
け
︑
地
元
と
の
協
議
が
続

け
ら
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑

原
発
に
近
い
自
治
体
で
は
︑

立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ
る
帰

還
困
難
区
域
の
設
定
が
続

く
︒
原
発
20
㌔
㍍
圏
内
に
は

同
社
の
取
引
先
が
17
社
あ
っ

た
が
︑
そ
の
う
ち
現
在
ま
で

に
事
業
再
開
に
至
っ
た
の
は

２
社
だ
け
で
あ
る
︒

　

売
上
を
震
災
前
の
水
準
に

戻
す
た
め
に
は
︑
新
た
な
取

引
先
の
開
拓
が
欠
か
せ
な
い
︒

と
こ
ろ
が
︑
浜
通
り
地
域
全

体
が
震
災
に
よ
る
経
済
的
な

ダ
メ
ー
ジ
か
ら
ま
だ
立
ち
直

れ
て
い
な
い
た
め
︑
こ
の
地

で
新
た
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め

よ
う
と
す
る
企
業
は
非
常
に

少
な
い
︒

　

同
社
が
新
た
に
参
入
し
た

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で
も
︑

仕
事
を
得
た
い
あ
ま
り
に
適

正
運
賃
を
下
回
る
運
賃
で
契

約
を
結
ぶ
と
い
う
業
者
も
い

て
︑
経
営
的
に
は
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
︒
さ
ら
に

は
︑
現
在
の
と
こ
ろ
は
旺
盛

な
需
要
に
支
え
ら
れ
て
い
る

復
興
工
事
も
︑
今
後
本
格
化

す
る
除
染
に
伴
う
汚
染
土
等

の
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
輸
送

も
︑
将
来
的
に
は
全
体
の
仕

事
量
自
体
が
少
な
く
な
る
と

予
測
さ
れ
る
︒

　

同
社
で
は
︑
市
内
の
あ
る

製
紙
工
場
か
ら
の
輸
送
や
保

管
業
務
が
主
力
事
業
と
な
っ

て
い
る
︒今
後
に
向
け
て
は
︑

同
荷
主
関
係
の
仕
事
を
中
心

に
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
︑
業

務
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
︒

　
﹁
し
か
し
な
が
ら
︑
震
災

で
取
引
先
が
減
少
し
︑
人
口

も
減
少
し
て
い
る
現
況
下

で
︑
地
元
に
新
た
な
産
業
が

生
ま
れ
て
き
て
い
な
い
こ
と

が
︑
当
社
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
︒
当
社
と

し
て
仕
事
先
の
幅
を
い
か
に

拡
大
し
て
い
く
か
︑
今
後
の

当
社
の
事
業
継
続
拡
大
を
考

え
ま
す
と
非
常
に
由
々
し
き

問
題
で
す
﹂（
佐
藤
顧
問
）

︵
取
材
協
力
︶
丸
ヵ
運
送
㈱

佐
藤
信
成
代
表
取
締
役
、
佐

藤
廣
一
総
務
部
顧
問

今年4月1日には入社式が行われ高校新卒者（前列右端）を迎え入れた

南相馬市

岩手県

宮城県

盛岡

福島県

青森県
青森

仙台

いわき

福島第一原子力
発電所

原発から
20km圏内

福島

国道6号

富岡町

復旧した国道6号には多くのトラックが行き交う

立ち入りが制限され、生活感が失われた帰還困難区域（富岡町）

（写真は今年2月22日に撮影）

　福島県南相馬市は太平洋沿岸の浜通り地域北部に位置し、平成18年に原町市、小高町、
鹿島町が合併して誕生した市である。福島県沿岸最大の都市いわき市と、東北地方最大の
都市である宮城県仙台市からそれぞれ約75kmの場所にあり、両市のほぼ中間に位置する。
　東日本大震災では、東京電力福島第一原子力発電所事故による影響を大きく受けた。1
号機の水素爆発が発生した3月12日18時25分に、政府から原発20km圏内に対して避難
指示が出され、15日には20km～30km圏内に屋内退避指示が出された。市では16日に
緊急避難計画を策定し、全市民に対し市外への避難誘導を行うことを決定。最終避難日
の25日にかけて多くの市民が避難した。また、各メディアは原発事故後30km圏内から避難
し、取材に入らなかったことから、市内の状況が外部に伝わらない事態となった。そこで、
市長自らがインターネット動画などで情報発信を行い、窮状を訴えた。
　震災からの5年間で住宅地などの除染が進み、放射線量が下がったことが確認されたた
め、小高区などでは避難指示解除に向けた地元との協議が現在続けられている。ただし、
市内にはいまだ高線量となっている帰還困難区域も残されている。
　市内中心部の原町区では震災前同様に市民が日常生活を営んでおり、商業施設なども営
業を行っている。７月には伝統の「相馬野馬追」が雲雀ヶ原祭場地で開催され、大いに賑
わいを見せる。しかし、今年３月31日現在でいまだに１万102人もの市民が市外への避難を
余儀なくされており、完全な形での復旧・復興はまだ時間がかかりそうである。

（参考資料）「南相馬市災害記録誌」福島県南相馬市など

＜平成23年3月11日14時46分＞

あの日「南相馬」では…

■ 

今
後
は
…

震
災
と
原
発
事
故
に
よ
り
大
打
撃
を
被
っ
た
経
済

仕
事
に
繋
が
る
新
た
な
産
業
が
強
く
求
め
ら
れ
る
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厳
し
い
経
営
状
況
に
陥
っ
た
大

手
電
機
メ
ー
カ
ー
の
ニ
ュ
ー
ス
に

接
す
る
と
︑﹁
諸
行
無
常
﹂
と
い

う
言
葉
を
実
感
す
る
︒
特
に
白
物

家
電
は
︑か
つ
て
日
本
の﹁
お
家
芸
﹂

と
ま
で
言
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
︒

も
っ
と
も
過
去
の
成
功
体
験
に
し

が
み
つ
き
過
ぎ
た
こ
と
も
経
営
悪

化
の
一
因
で
は
あ
る
が
︙
︙
︒

　

世
の
中
の
移
ろ
い
は
身
近
な
と

こ
ろ
で
も
感
じ
る
︒
昨
年
︑
あ
る

中
小
事
業
者
の
経
営
が
行
き
づ
ま

っ
た
︒
同
社
を
最
初
に
取
材
し
た

の
は
７
年
前
の
３
月
で
あ
る
︒
当

時
は
法
人
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
の
物

流
を
主
な
業
務
に
し
て
い
た
が
︑

短
時
間
に
多
数
の
パ
ソ
コ
ン
を
入

れ
替
え
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
な
ど
も
し
て
い
た
︒
そ
れ

よ
り
ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た
の
は
サ
ー

バ
ー
に
関
連
す
る
業
務
だ
っ
た
︒

　

東
日
本
大
震
災
後
は
サ
ー
バ
ー

が
被
害
に
遭
っ
た
こ
と

も
あ
り
︑
需
要
も
増
加

し
た
︒
し
か
し
２
年
ぐ

ら
い
で
震
災
需
要
は
な

く
な
っ
て
き
た
︒
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
︑
２
︑

３
年
前
か
ら
は
ク
ラ
ウ

ド
へ
の
移
行
が
進
み
︑

サ
ー
バ
ー
自
体
の
需
要

も
減
少
し
て
き
た
の
で

あ
る
︒
も
ち
ろ
ん
経
営
が
苦
し

く
な
っ
た
理
由
は
１
つ
だ
け
で

は
な
い
が
︑
社
会
の
変
化
に
対

応
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
大
き

な
原
因
だ
︒

　

最
近
た
ま
た
ま
訪
ね
た
２
社

は
︑
い
ず
れ
も
取
引
先
の
多
様

化
を
進
め
て
き

た
︒
そ
の
う
ち

の
１
社
は
特
定

荷
主
専
属
で
事

業
を
行
っ
て
い

た
が
︑
そ
の
リ

ス
ク
に
気
付
い

て
新
規
顧
客
の

開
拓
に
力
を
入

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
︒
な
ん
と
︑

今
か
ら
45
年
も

前
の
こ
と
で
あ

る
︒﹁
輸
出
の

ウ
エ
イ
ト
が
高

く
︑
ド
ル
依
存

度
の
高
い
荷
主

だ
っ
た
た
め
︑

ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
で
当
社

も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
﹂

か
ら
で
あ
っ
た
︒
そ
の
荷
主
と

は
現
在
も
取
引
が
継
続
し
て
い

る
が
︑
売
上
構
成
比
は
ず
っ
と

低
く
な
っ
て
い
る
︒

　

も
う
１
社
は
︑
物
流
市
場
の

規
模
が
小
さ
な
地
方
で
︑
総
合
的

な
サ
ー
ビ
ス
展
開
を
し
て
き
た
︒

﹁
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な

け
れ
ば
企
業
規
模
を
拡
大
で
き
な

か
っ
た
か
ら
﹂
だ
︒
確
か
に
同
社

の
古
く
か
ら
の
取
引
先
を
み
る
と
︑

そ
れ
だ
け
に
依
存
し
て
い
た
ら
売

上
規
模
が
縮
小
し
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
︒
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
で

成
長
で
き
た
︒
だ
が
︑
こ
れ
か
ら

は
国
内
市
場
の
縮
小
が
進
む
︒
そ

の
よ
う
な
中
で
﹁
経
営
資
源
は
地

元
に
集
中
す
る
が
︑
港
と
空
港
を

窓
口
に
し
て
海
外
市
場
と
も
繋
が

る
﹂
こ
と
で
︑
国
内
市
場
の
縮
小

を
カ
バ
ー
で
き
る
︑
と
考
え
て
い

る
︒

　

食
品
の
川
下
物
流
に
特
化
し
た

事
業
展
開
で
成
長
し
て
き
た
事
業

者
が
い
る
︒
物
流
セ
ン
タ
ー
の
運

営
と
店
舗
配
送
が
主
な
業
務
で
あ

る
︒
だ
が
こ
の
事
業
者
は
︑
単
に

取
引
先
の
分
散
だ
け
で
は
な
く
︑

業
務
内
容
も
﹁
外
食
︑
中
食
︑

内
食
の
荷
主
と
い
っ
た
バ
ラ
ン
ス
﹂

を
考
え
て
い
る
︒
リ
ス
ク
分
散
で

あ
る
︒

　

災
害
な
ど
に
備
え
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
）
の
作
成
が
進

め
ら
れ
て
い
る
︒
Ｂ
Ｃ
Ｐ
も
必
要

だ
が
︑
経
営
の
基
本
こ
そ
が
一
番

の
危
機
管
理
と
い
え
る
︒

第
161
回

売上依存度の分散とリスク回避

Ａ�

労
働
条
件
通
知
書
な
ど
ト

ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
の
労

働
法
の
周
知
・
啓
発
へ

︻
解
説
︼
厚
生
労
働
省
は
︑
大
学
生

や
短
大
生
な
ど
︑
学
生
が
ア
ル
バ
イ

ト
を
す
る
際
︑
事
業
主
の
労
働
基
準

法
違
反
な
ど
に
よ
り
︑
様
々
な
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
︑
新
入
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
始

め
る
４
月
か
ら
夏
休
み
前
の
７
月
に

か
け
て
︑
全
国
で
﹁
ア
ル
バ
イ
ト
の

労
働
条
件
を
確
か
め
よ
う
！
﹂
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒
労

働
法
の
周
知
・
啓
発
に
よ
り
ト
ラ
ブ

　

厚
生
労
働
省
が
夏
休
み
前

に
、
学
生
向
け
に
「
労
働
条
件

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
や
る
そ
う

で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で

し
ょ
う
か
。

 第113回 

夏休み前の学生アルバ
イト向けに「労働条件
キャンペーン」とは

ル
防
止
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
︑

い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
対
策
で
も

あ
り
ま
す
︒

　

特
に
︑同
省
が
昨
年
実
施
し
た﹁
大

学
生
等
に
対
す
る
ア
ル
バ
イ
ト
に
関

す
る
意
識
等
調
査
﹂
の
結
果
︑
労
働

基
準
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
﹁
労
働

条
件
通
知
書
﹂
が
ほ
と
ん
ど
交
付
さ

れ
て
い
な
い
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
︑新
た
に
学
生
用
の
﹁
労

働
条
件
通
知
書
﹂
を
掲
載
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
や
︑
具
体
的
な
ト
ラ
ブ
ル

事
例
を
盛
り
込
ん
だ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

等
を
配
布
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
学
生
数
の
多
い
大
学
等
を
中

心
に
出
張
相
談
を
実
施
し
た
り
︑
都

道
府
県
労
働
局
や
労
働
基
準
監
督

署
の
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
に

﹁
若
者
相
談
コ
ー
ナ
ー
﹂
を
設
け
た

り
す
る
と
し
て
い
ま
す
︒

　

さ
ら
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
通

じ
︑
学
生
に
は
①
ア
ル
バ
イ
ト
を
始

め
る
前
に
︑
労
働
条
件
を
確
認
す
る
︑

②
バ
イ
ト
代
は
︑
毎
月
︑
決
め
ら
れ

た
日
に
︑
全
額
支
払
い
が
原
則
︑
③

ア
ル
バ
イ
ト
で
も
︑
残
業
手
当
が
あ

る
︑
④
ア
ル
バ
イ
ト
で
も
︑
条
件
を

満
た
せ
ば
有
給
休
暇
が
取
れ
る
︑
⑤

ア
ル
バ
イ
ト
で
も
︑
仕
事
中
の
け
が

は
労
災
保
険
が
使
え
る
︑
⑥
ア
ル
バ

イ
ト
で
も
︑
会
社
都
合
の
自
由
な
解

雇
は
で
き
な
い
︑
⑦
困
っ
た
時
は
︑

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
相
談
を

す
る
︱
︱
な
ど
労
働
条
件
に
関
す
る

基
本
的
な
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
訴
え

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
︑
①
１
回

に
６
～
８
時
間
働
い
て
い
る
の
に
︑

休
憩
が
15
分
ぐ
ら
い
し
か
取
れ
な
い

日
が
多
い
︑
②
決
め
ら
れ
た
勤
務
時

間
の
前
後
に
︑
上
司
の
指
示
で
︑
作

業
開
始
準
備
や
後
片
付
け
︑
次
の
作

業
の
準
備
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
に
︑

そ
の
分
の
時
給
が
も
ら
え
な
い
︑
③

ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
る
時
に
決
め
た

曜
日
（
回
数
）
や
時
間
を
無
視
し
て
︑

授
業
の
あ
る
日
で
も
シ
フ
ト
を
入
れ

ら
れ
て
し
ま
い
︑﹁
テ
ス
ト
の
日
に
休

ま
せ
て
も
ら
い
た
い
﹂
と
い
っ
て
も
休

ま
せ
て
も
ら
え
な
い
︑
④
ア
ル
バ
イ

ト
を
辞
め
さ
せ
て
も
ら
え
ず
︑﹁
辞

め
る
な
ら
︑
代
わ
り
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
連
れ
て
こ
い
﹂
と
い
わ
れ
た
︱
︱

な
ど
の
苦
情
も
多
い
こ
と
か
ら
︑
同

省
で
は
︑
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
も

指
導
し
て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
︒

　

学
生
に
は
労
働
法
の
知
識
が
あ
ま

り
な
い
と
い
う
こ
と
で
︑
こ
の
よ
う

な
扱
い
を
す
る
事
業
場
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
が
︑
こ
れ
で
は
ま
さ
に
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
そ
の
も
の
と
い
う
感
じ
で
す
︒

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
︑
原
則
と

し
て
︑﹁
学
生
で
あ
っ
て
も
︑
普
通
の

従
業
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と

同
じ
扱
い
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
﹂

と
い
う
こ
と
を
く
れ
ぐ
れ
も
忘
れ
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
４
月
15
日
、﹁
平
成
28
年
度
引

越
事
業
者
優
良
認
定
制
度　

制
度
と
申
請
の
ご
案
内
﹂
を

公
表
し
、
25
日
か
ら
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵
Ｈ
Ｐ
︶
に
て

書
類
等
の
頒
布
を
開
始
す
る
。
ま
た
、
同
日
か
ら
申
請
に

係
る
説
明
会
を
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
な
ど
も
利
用
し
順

次
開
催
す
る
︵
説
明
会
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
表
参
照
︶。

　

全
ト
協
で
は
、
６
月
上
旬
頃
ま
で
説
明
会
を
開
催
し
た

の
ち
、
８
月
１
日
か
ら
15
日
︵
当
日
消
印
有
効
︶
ま
で
申

請
の
受
付
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
度
・一
昨
年

度
よ
り
も
申
請
準
備
期
間
が
長
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
﹁
申
請
に
関
す
る
事
前
相
談
電
話

窓
口
﹂
を
開
設
。
申
請
期
間
中
に
書
類
作
成
に
関
す
る
相

談
を
電
話
で
受
け
付
け
、
申
請
者
へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
く

︵
別
掲
︶。

　

８
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
審
査
を
行
い
、
12
月
中
旬
頃
に

第
３
回
認
定
事
業
者
を
発
表
し
、
併
せ
て
認
定
証
の
発
送

と
全
ト
協
Ｈ
Ｐ
で
の
公
表
を
行
う
。

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
、
申
請
か
ら
認
定
ま
で
の
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
や
申
請
に
必
要
な
書
類
、
手
数
料
等
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。

◆
制
度
の
目
的
・
概
要

　

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制

度
の
目
的
は
︑
以
下
の
３
つ

を
柱
と
し
て
い
ま
す
︒

① 

安
全
・
安
心
な
事
業
者
の

見
え
る
化

　

事
業
者
の
責
任
を
明
確
化

し
︑
消
費
者
が
安
心
し
て
引

越
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き

る
事
業
者
を
選
択
し
や
す
い

環
境
を
つ
く
る
︒

② 

引
越
業
界
全
体
の
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
向
上

　

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

や
標
準
引
越
運
送
約
款
︑
消

費
者
関
係
法
令
等
の
遵
守
を

誓
約
し
︑
そ
の
体
制
が
整
っ

て
い
る
事
業
者
を
認
定
す
る

こ
と
に
よ
り
︑
引
越
業
界
全

体
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

向
上
を
目
指
す
︒

③ 

引
越
に
お
け
る
苦
情
や
ト

ラ
ブ
ル
の
防
止

　

苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
の
社
内
教
育
や

責
任
あ
る
対
応
が
で
き
る
体

制
等
が
整
っ
て
い
る
事
業
者

を
認
定
す
る
こ
と
に
よ
り
︑

引
越
に
お
け
る
苦
情
や
ト
ラ

ブ
ル
の
防
止
を
目
指
す
︒

▽
制
度
の
概
要

　

引
越
は
一
般
消
費
者
を
対

象
と
す
る
た
め
︑
引
越
事
業

を
行
う
事
業
者
は
︑
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
者
の
正
式
名

称
と
は
別
に
︑
引
越
宣
伝
用

の
名
称
を
使
用
し
て
い
た
り
︑

複
数
の
事
業
者
が
集
ま
り

﹁
○
○
引
越
セ
ン
タ
ー
﹂等
︑

同
一
の
名
称
を
使
用
し
て
い

る
場
合
も
多
く
︑
消
費
者
に

は
こ
れ
ら
の
宣
伝
用
の
名
称

が
﹁
引
越
事
業
者
名
﹂
と
認

知
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
︒

　

そ
こ
で
︑こ
の
制
度
で
は
︑

消
費
者
へ
の
分
か
り
や
す
さ

を
考
え
︑
引
越
事
業
者
ま
た

は
引
越
事
業
者
で
構
成
す
る

共
通
の
引
越
サ
ー
ビ
ス
名
称

を
使
用
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

を
︑
一
つ
の
単
位
と
し
て
取

り
扱
い
ま
す
︵
図
１
︶︒　

◆
用
語
の
定
義

　

こ
の
制
度
に
お
け
る
引
越

事
業
者
と
は
︑﹁
一
般
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
の
許
可
又

は
第
一
種
貨
物
利
用
運
送
事

業
の
登
録
若
し
く
は
第
二
種

貨
物
利
用
運
送
事
業
の
許
可

の
い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
る
︑

引
越
事
業
を
行
う
事
業
者
﹂

を
い
い
ま
す
︒

　

こ
の
制
度
に
お
け
る
引
越

サ
ー
ビ
ス
名
称
と
は
︑﹁
引

越
事
業
を
行
う
事
業
者
が
︑

消
費
者
に
対
し
宣
伝
す
る
名

称
﹂
の
こ
と
を
い
い
ま
す
︒

　

こ
の
制
度
に
お
け
る
引
越

グ
ル
ー
プ
と
は
︑﹁
複
数
の

引
越
事
業
者
が
︑
引
越
の
宣

伝
︑
共
同
化
な
ど
の
た
め
に

集
ま
り
︑
共
通
の
引
越
サ
ー

ビ
ス
名
称
を
使
用
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
﹂
の
こ
と
を
い
い

ま
す
︒

　

こ
の
制
度
に
お
け
る
申
請

者
と
は
︑﹁
引
越
優
良
事
業

者
﹂
と
な
る
た
め
の
審
査
を

希
望
す
る﹁
引
越
事
業
者
﹂

お
よ
び﹁
引
越
グ
ル
ー
プ
﹂

の
こ
と
を
い
い
ま
す
︒

◆
申
請
者
お
よ
び

審
査
の
対
象

　

申
請
区
分
は
図
２
の
３
パ

タ
ー
ン
で
︑申
請
の
単
位
は
︑

消
費
者
に
対
し
︑
同
一
の
引

越
サ
ー
ビ
ス
名
称
で
宣
伝

図 1

図 3

①申請者が引越事業者の場合

②申請者が引越事業者で構成する共通の引越サービス名称を
　使用しているグループの場合

認定対象とする引越サービス名称：Ａ運送㈱
申請者：Ａ運送㈱
申請書類の提出： Ａ運送㈱の引越にかかわる全ての事業所につい
て、Ａ運送㈱の本社が取りまとめて提出

Ａ運送㈱が「会社名」を名称として、引越を請け負っている場合

Ｂ運輸㈱が「○○引越センター」を名称として、引越を請け負っている場合

協同組合など複数の事業者が集まったグループが「Ｃ引越センター」を名
称として、引越を請け負っている場合

申請パターン１

認定対象とする引越サービス名称：○○引越センター
申請者：Ｂ運輸㈱
申請書類の提出： 「○○引越センター」の引越にかかわる全ての事
業所について、Ｂ運輸㈱の本社が取りまとめて提出

申請パターン２

認定対象とする引越サービス名称：Ｃ引越センター
申請者：Ｃ引越センター本部など、グループを統括する機関
申請書類の提出： 「Ｃ引越センター」の引越にかかわる全ての事業
所について、Ｃ引越センターの本部等が取りまとめて提出

申請パターン３

申請者および審査の対象図 2

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度

「
引
越
安
心
マ
ー
ク
」ス
タ
ー
ト

平成28年度
全ト協

４
月
25
日
か
ら
８
月
15
日
ま
で

８
月
１
日
か
ら
８
月
15
日
ま
で

申
請
書
類
頒
布

申
請
受
付

表 1　平成 28 年度引越事業者優良認定制度
申請等に係る説明会 開催スケジュール

開催日 対　象 会　場

4月25日㈪ 全国・関東ブロック① 全日本トラック協会※

5月11日㈬ 九州ブロック 福岡県トラック協会

5月13日㈮ 北海道ブロック 北海道トラック協会

5月16日㈪ 近畿ブロック 大阪府トラック協会

5月17日㈫ 中部ブロック 愛知県トラック協会

6月7日㈫ 全国・関東ブロック② 全日本トラック協会※

※テレビ会議システムを利用して全国へ配信

▶制度の名称と認定マーク
正式名称：引越事業者優良認定制度
通 称 名：引越安心マーク
※「引越安心マーク」は全日本トラック協会の
登録商標です（登録第5713700号）。

⇧

［申請に関する事前相談電話窓口］

☎ 03-3354-1038
全日本トラック協会

輸送事業部
5月9日～7月29日（土日祝を除く）
9:00～12:00／13:00～17:00
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食
　
文
　
化

［第2回］

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 　　〜交差点編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ○ （道交法第37条）車両等は、交差点で
右折する場合において、当該交差点におい
て直進し又は左折しようとする車両等がある
ときは、当該車両等の進行妨害をしてはなら
ないと定められており、先に入った場合には
この限りにあらずという但書はないので、先
に交差点に入った場合でも、直進車や左折
車の進行を妨害してはならない。
❷ × （道交法第34条第4項）一方通行路で
右折するときは、あらかじめその前からでき
る限り道路の右側端に寄り、かつ、交差点の
中心の内側を徐行しなければならない。 
❸ × （道交法第36条第3項）交通整理の行
なわれていない交差点に入ろうとする場合、
その通行している道路の幅員よりも交差道

路の幅員が明らかに広いものであるときは、
徐行しなければならないとされており、一時
停止までは義務づけられていない。
❹ ○ （道交法第36条第1項第1号）交通整
理の行なわれていない交差点において、交
差する道路の道幅が同じような場合は、その
通行している道路と交差する道路を左方か
ら進行してくる車両の進行を妨げてはならな
い。
❺ × （道交法第50条第1項）交差点に入ろ
うとするときは、進路の前方の車両等の状況
により、交差点に入った場合に交差点内で停
止することとなり、交差道路における車両等
の通行の妨害となるおそれがあるときは、交
差点に入ってはならない。

�「
お
菓
子
の
道
」❸ 

清
爽
な
甘
味
、出
雲
の
生
姜
糖

　

海
と
陸
が
微
妙
に
入
り
混

じ
っ
た
地
域
で
は
︑﹁
は
て
︑

こ
の
地
形
は
大
昔
は
海
だ
っ

た
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
﹂

な
ど
と
想
像
し
な
が
ら
ハ
ン

ド
ル
を
握
る
の
も
運
転
の
楽

し
み
の
う
ち
だ
︒

　

島
根
県
の
出
雲
周
辺
も
そ

ん
な
自
然
景
観
︒
名
物
は
い

ろ
い
ろ
だ
が
︑
甘
味
な
ら
生

姜
糖
だ
︒
特
産
の
出し

ゅ
っ
さ
い西
生
姜

の
汁
と
上
白
糖
を
炭
火
で
煮

詰
め
︑
板
チ
ョ
コ
の
よ
う
に

型
に
流
し
た
も
の
で
あ
る
︒

　

き
れ
い
な
生
姜
色
の
板
を

ぽ
き
ん
と
割
っ
て
頬
ば
る
と
︑

高
貴
な
香
り
︑上
品
な
甘
味
︑

そ
の
あ
と
を
清
冽
な
辛
味
が

追
い
か
け
て
く
る
︒
生
姜
糖

と
名
乗
る
砂
糖
菓
子
の
中
で

も
︑
間
違
い
な
く
ひ
と
味
違

う
︒
さ
す
が
三
百
有
余
年
間

い
︒
お
ま
け
に
﹃
娘
や
る
な

ら
出
西
郷
へ
︑
生
姜
の
匂
い

で
風
邪
ひ
か
ぬ
﹄
と
歌
わ
れ

た
ほ
ど
薬
効
も
あ
る
︒

　

こ
の
生
姜
に
着
目
し
た
の

が
︑
松
江
藩
を
退
い
て
菓
子

製
造
を
始
め
た
初
代
・
來
間

文
左
衛
門
︒
風
雅
で
い
て
日

持
ち
す
る
お
茶
席
の
菓
子
を

完
成
さ
せ
︑
将
軍
家
や
松
江

藩
主
に
献
上
し
て
︑
た
ち
ま

や
か
に
話
す
の
は
十
一
代
目

・
來
間
久
さ
ん
︒

　

生
姜
は
︑
辛
味
の
強
い
古

根
を
す
り
お
ろ
し
︑
さ
ら
し

布
で
包
ん
で
し
ぼ
る
の
が
コ

ツ
だ
︒
ま
た
︑
生
姜
糖
は
コ

ー
ヒ
ー
や
洋
酒
に
も
合
う
︒

抹
茶
入
り
︑
紅
麹
入
り
な
ら

ば
彩
り
で
気
分
を
明
る
く
し

て
く
れ
る
︒（
つ
づ
く
）

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

愛
さ
れ
て
き
た
お
い
し
さ
だ
︒

　

出
雲
大
社
の
東
︑
出
雲
市

平
田
町
に
暖の

れ

ん簾
を
上
げ
る
來く

る

間ま

や屋
生
姜
糖
本
舗
の
一
子
相

伝
の
品
︒
味
の
秘
密
は
︑
出

西
生
姜
︒
宍
道
湖
に
注
ぐ
斐ひ

伊い

川
河
口
近
く
の
斐ひ

か

わ川
町
出

西
地
区
だ
け
で
育
つ
逸
品

だ
︒
繊
維
が
少
な
く
︑
香
り

と
辛
味
が
き
り
り
と
冴
え
︑

加
熱
し
て
も
風
味
が
飛
ば
な

ち
銘
菓
の
名
を
得
た
︒

　
﹁
初
代
は
茶
人
で
も
あ
っ
た

か
ら
︑
楽
し
み
な
が
ら
仕
事

を
し
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
︒

ぼ
く
は
︑
父
が
亡
く
な
っ
て

以
来
︑
ず
っ
と
母
と
一
緒
に

つ
く
っ
て
い
ま
す
︒
問
題
は

原
料
で
︑
今
や
二
軒
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
生
姜
農
家
に
生

産
を
続
け
て
も
ら
う
こ
と
が

第
一
の
課
題
で
す
﹂
と
︑
穏

し
て
い
る
引
越
事
業
者
︒

　

審
査
の
対
象
は
︑
３
パ
タ

ー
ン
と
も
︑
引
越
事
業
者
ま

た
は
引
越
グ
ル
ー
プ
が
申
請

す
る
引
越
サ
ー
ビ
ス
名
称
を

使
用
す
る
引
越
に
関
わ
る
全

て
の
事
業
者
・
事
業
所
（
営

業
所
）
と
し
︑
申
請
書
類
の

作
成
を
求
め
ま
す
︵
表
２
︶︒

申
請
を
行
う
引
越
事
業
者
の

本
社
ま
た
は
引
越
グ
ル
ー
プ

の
本
部
等
は
︑
そ
れ
ら
事
業

者
・
事
業
所
（
営
業
所
）
の

書
類
を
取
り
ま
と
め
︑
一
括

で
全
ト
協
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
︵
図
３
︶︒

◆
審
査
の
概
要

　

全
ト
協
は
︑
申
請
者
（
本

社
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
の
本
部

等
）
か
ら
申
請
書
類
を
受
領

後
︑
申
請
書
類
が
全
て
そ
ろ

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
︑

所
定
の
申
請
料
を
請
求
し
ま

す
︵
図
４
︶︒
申
請
料
の
納

付
を
確
認
後
︑
申
請
受
理
書

を
発
行
し
︑
引
越
事
業
者
優

良
認
定
の
審
査
を
行
い
ま
す
︒

　

申
請
書
類
の
内
容
が
申
請

資
格
や
審
査
基
準
に
合
致
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
︑

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度

審
査
委
員
会
へ
の
諮
問
︑
答

申
を
経
て
認
定
事
業
者
を
決

定
し
ま
す
︒

（
※
引
越
事
業
者
優
良
認
定

審
査
委
員
会
と
は
︑
学
識
経

験
者
︑
行
政
関
係
機
関
の
職

員
︑
消
費
者
関
係
団
体
の
職

員
︑
消
費
者
問
題
専
門
家
︑

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
お
よ
び
全

ト
協
の
役
職
員
等
で
構
成
）

◆
申
請
資
格
の
概
要

１
．
引
越
に
関
わ
る
全
て
の

事
業
所
（
営
業
所
）
に
︑
全

ト
協
が
申
請
の
前
年
か
ら
３

年
度
以
内
に
行
っ
た
引
越
管

理
者
講
習
を
修
了
し
た
者
が

1
人
以
上
在
籍
し
て
い
る
こ

と
︒

２
．
引
越
に
関
わ
る
全
て
の

事
業
所
（
営
業
所
）
が
︑﹁
安

全
性
優
良
事
業
所
﹂（
Ｇ
マ

ー
ク
認
定
事
業
所
）
で
あ
る

こ
と
︑
ま
た
は
別
途
定
め
る

﹁
安
全
性
優
良
事
業
所
﹂に

準
ず
る
取
り
扱
い
を
行
う
審

査
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
︒◆

審
査
基
準
の
概
要

１
．
引
越
に
お
け
る
約
款
を

遵
守
し
て
い
る
こ
と

２
．
苦
情
等
に
対
す
る
対
応

体
制
及
び
責
任
の
所
在
の
明

確
化
を
図
っ
て
い
る
こ
と

３
．
適
切
な
従
業
員
教
育
を

行
っ
て
い
る
こ
と

４
．
適
正
な
広
告
表
示
を
行

っ
て
い
る
こ
と

５
．
適
正
な
廃
棄
物
処
理
等

を
行
っ
て
い
る
こ
と

６
．
適
正
な
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
を
行
っ
て
い
る
こ
と

７
．
制
度
の
信
用
を
損
な
う

行
為
ま
た
は
信
用
を
損
な
う

恐
れ
の
あ
る
行
為
が
な
い
こ

と
◆
審
査
結
果
の
発
表

　

全
ト
協
は
︑
審
査
の
可
否

が
決
定
し
た
後
︑申
請
者（
本

社
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
の
本
部

等
）に
結
果
を
通
知
し
ま
す
︒

ま
た
︑
引
越
優
良
事
業
者
に

認
定
さ
れ
た
引
越
事
業
者
ま

た
は
引
越
グ
ル
ー
プ
の
情
報

を
全
ト
協
の
Ｈ
Ｐ
で
公
表
し

ま
す
︒　

◆
認
定
の
有
効
期
間

　

引
越
優
良
事
業
者
の
有
効

期
間
は
︑
認
定
か
ら
３
年
間

と
し
ま
す
︒
そ
の
後
は
︑
３

年
ご
と
に
更
新
審
査
を
行
い

ま
す
（
更
新
を
行
わ
な
い
場

合
は
失
効
と
な
り
ま
す
）︒

◆
認
定
証
の
授
与
等

　

引
越
優
良
事
業
者
に
は
︑

認
定
証
を
授
与
し
︑
認
定
マ

ー
ク
お
よ
び
認
定
ス
テ
ッ
カ

ー
の
使
用
を
認
定
の
有
効
期

間
内
に
限
り
許
可
し
ま
す
︒

◆
そ
の
他

　

引
越
優
良
事
業
者
が
登
録

し
た
お
客
様
対
応
責
任
者
に

対
し
︑
研
修
会
議
を
行
い
ま

す
︒
必
ず
出
席
が
必
要
で
す
︒

ま
た
︑
全
ト
協
に
消
費
者
か

ら
の
苦
情
や
相
談
が
あ
る
際

は
︑
お
客
様
対
応
責
任
者
に

対
し
︑全
ト
協
か
ら
連
絡
し
︑

調
査
・
対
応
・
報
告
を
依
頼

し
ま
す
︒

※ 申請料については、以下の通りとします。（税込み）
申請事業所数 申請料（申請者当たり）
１～ 10 事業所 3 , 0 0 0 円
11 ～ 50 事業所 1 0 , 0 0 0 円
51 事業所以上 3 0 , 0 0 0 円

※   

申請料：10,000 円
Ｇマーク未取得事業所の審査手数料

：500 円×３事業所＝ 1,500 円
計：11,500 円を納付

　申請料は申請書類を受領後、全ト協より申請事業所
数、安全性優良事業所（Ｇマーク）の未取得事業所の
数に応じた金額を請求いたします。請求書に記載され
た期日までに納付が確認できた申請者には、申請受理
書を発行いたします。なお、納付いただいた申請料はい
かなる理由があっても返還いたしません。

安全性優良事業所（Ｇマーク）未取得の事業所がある
場合は、所定の申請料に加えて未取得事業所数に応
じ、1 か所当たり 500 円の審査手数料（税込み）を請
求します。

例：申請事業所12 事業所のうち、
　　３事業所がＧマーク未取得の場合

申請料・審査手数料図 4
⇦
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▼
起
床
時
間

を
少
し
早

め
︑
早
朝
５

時
30
分
︑
自

宅
近
く
の
星

川
沿
い
を
起
点
と
す
る
散
歩
を
始
め
ま

し
た
︒
星
川
の
両
側
の
土
手
は
︑
菜
の

花
で
埋
め
尽
く
さ
れ
黄
色
一
色
︑
桜
の

木
の
ピ
ン
ク
色
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
︑
素
晴
ら
し
い
の
一
言
で
す
︒
▼
川

に
目
を
や
る
と
︑
マ
ガ
モ
の
つ
が
い
が
川

に
首
を
突
っ
込
ん
で
逆
さ
ま
の
状
態
に

な
り
︑
一
生
懸
命
に
水
草
の
葉
や
茎
を

つ
い
ば
ん
で
い
ま
す
︒
▼
散
歩
の
途
中

に
行
き
交
う
人
は
︑
ご
夫
婦
や
年
配
の

方
が
主
で
す
が
︑
必
ず
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
﹁
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
﹂
と
声

を
掛
け
て
き
ま
す
︒
私
も
反
復
し
て
応

え
ま
す
が
︑
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
瞬

間
で
す
︒
▼
自
宅
に
帰
っ
て
シ
ャ
ワ
ー
を

浴
び
︑
身
支
度
を
す
る
と
︑
も
う
出
勤

の
時
間
で
す
︒
自
転
車
で
地
元
の
Ｊ
Ｒ

駅
ま
で
向
か
い
ま
す
が
︑
途
中
の
経
路

は
︑
朝
散
歩
し
た
川
の
土
手
づ
た
い
を

力
い
っ
ぱ
い
ペ
ダ
ル
を
漕
ぎ
ま
す
︒
▼
川

に
は
︑
新
た
に
シ
ロ
サ
ギ
や
カ
ワ
ウ
が

加
わ
り
賑
や
か
で
す
︒
シ
ロ
サ
ギ
は
︑

じ
っ
と
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
小
魚
を
狙
っ
て

い
ま
す
︒
一
方
の
カ
ワ
ウ
は
︑
人
の
気
配

を
感
じ
と
る
と
慌
て
ふ
た
め
き
︑
す
ぐ

に
羽
ば
た
き
逃
げ
出
し
ま
す
︒
何
気
な

い
風
景
や
自
然
は
︑
人
の
心
を
和
ま
せ

て
く
れ
ま
す
︒
▼
と
あ
る
休
日
︑
洗
濯

物
を
２
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
干
し
て
い
る

と
︑
す
ぐ
そ
ば
の
電
線
に
︑
春
到
来
に

合
わ
せ
て
北
方
の
シ
ベ
リ
ア
方
面
か
ら

飛
来
し
た
で
あ
ろ
う
ツ
バ
メ
が
１
羽
︑

私
に
向
か
っ
て
﹁
チ
ュ
ビ
チ
ュ
ビ
チ
ュ
ビ

チ
ュ
ル
ル
ル
ル
﹂
と
賑
や
か
に
囀
（
さ

え
ず
）
っ
て
い
ま
す
︒
鳴
管
が
発
達
し

た
ツ
バ
メ
の
鳴
き
声
は
︑
と
て
も
美
声

で
心
地
よ
い
響
き
が
あ
り
ま
す
︒
ま
る

で
私
に
話
し
か
け
て
い
る
か
の
よ
う
で

す
︒
話
の
内
容
は
何
な
の
か
︒
鳥
の
言

葉
が
理
解
出
来
た
ら
ど
ん
な
に
良
い
で

し
ょ
う
︒
話
好
き
な
ツ
バ
メ
は
10
分
程

い
た
で
し
ょ
う
か
︒
尾
が
長
く
︑
切
れ

込
み
の
深
い
燕
尾
服
を
纏
っ
た
か
の
よ

う
な
ツ
バ
メ
は
︑
軽
や
か
に
飛
び
去
っ
て

行
き
ま
し
た
︒
▼
松
本
壮
志
著
﹃
鳥
の

は
な
し
﹄
は
︑
様
々
な
理
由
か
ら
飼
い

主
の
元
を
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ

た
人
と
鳥
の
心
温
ま
る
11
編
の
物
語
が

収
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒
鳥
た
ち
は
愛
ら

し
く
魅
力
溢
れ
る
生
き
物
で
す
が
︑
人

間
と
共
存
で
き
る
そ
の
知
能
の
高
さ
︑

感
情
の
豊
か
さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
ば
か

り
で
す
︒
鳥
の
囀
り
は
﹁
遠
い
水
平
線

の
彼
方
に
あ
る
故
郷
に
想
い
を
馳
せ
て

い
る
﹂
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
︒
▼
イ
ギ

リ
ス
に
は
﹁
子
羊
と
共
に
寝
て
ヒ
バ
リ

と
共
に
起
き
よ
﹂
と
い
う
諺
（
こ
と
わ

ざ
）
が
あ
り
ま
す
が
︑
ヒ
バ
リ
は
ま
さ

に
朝
を
象
徴
す
る
鳥
で
す
︒
散
歩
の
途

中
で
河
川
敷
や
野
原
の
広
場
に
差
し
掛

か
る
と
︑
太
陽
に
届
け
と
ば
か
り
高
く

高
く
鳴
き
な
が
ら
舞
い
上
が
る
鳥
が
い

ま
す
が
︑
そ
れ
は
紛
れ
も
な
く
ヒ
バ
リ

で
す
︒
茶
褐
色
の
い
か
に
も
地
味
な
鳥

で
す
が
︑
故
美
空
ひ
ば
り
の
如
く
︑
ひ

と
た
び
鳴
き
始
め
る
や
そ
の
歌
声
は
抜

群
の
声
量
で
︑
ま
る
で
ド
ー
ム
の
中
で

響
き
わ
た
る
よ
う
な
︑
深
い
余
韻
を
残

し
ま
す
︒
▼
都
会
を
離
れ
れ
ば
︑
ま
だ

ま
だ
自
然
は
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま

す
︒
そ
こ
に
は
︑
逞
し
く
も
あ
り
繊
細

な
生
き
物
た
ち
が
︑
人
間
と
共
生
し
な

が
ら
ひ
っ
そ
り
と
生
き
て
い
る
こ
と
に
感

動
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
！
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こ
ち
ら
広
報
室

  

90

岩
手
県
の
地
域
や
経
済
の

特
徴
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

岩
手
県
の
最
大
の
特
徴

は
︑
面
積
が
北
海
道
に
次
い

で
国
内
２
番
目
に
広
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
︒
岩
手
１

県
で
四
国
４
県
と
ほ
ぼ
同

じ
︑
ま
た
︑
埼
玉
・
千
葉
・

東
京
・
神
奈
川
の
４
都
県
を

合
わ
せ
た
面
積
の
約
１
・
13

倍
の
広
さ
で
す
︒

　

人
口
は
︑
昭
和
60
年
の
約

１
４
３
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減

少
を
続
け
︑
直
近
の
平
成
27

年
10
月
と
し
て
は
約
１
２
７

万
人
で
す
が
︑
そ
の
８
割
強

の
約
１
０
３
万
人
が
盛
岡
市

を
中
心
と
し
た
北
上
盆
地
に

集
中
し
て
い
ま
す
︒

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年

が
経
過
し
︑
岩
手
県
で
は
平

成
26
～
28
年
度
の
３
年
間
を

﹁
本
格
復
興
期
間
﹂と
定
め
︑

道
路
・
港
湾
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
︑
住
宅
や
商
業
施
設

な
ど
の
集
団
移
転
先
と
な
る

か
さ
上
げ
造
成
︑
災
害
公
営

住
宅
の
建
設
な
ど
が
急
ピ
ッ

チ
で
進
ん
で
い
ま
す
︒

　

一
方
︑
岩
手
県
が
沿
岸
12

市
町
村
の
被
災
し
た
事
業
所

を
対
象
と
し
て
実
施
し
た

﹁
被
災
事
業
所
復
興
状
況
調

査
﹂（
平
成
27
年
８
月
）
に

よ
る
と
︑﹁
事
業
を
再
開
し

た
﹂
が
75
・
３
％
︑﹁
業
績

が
震
災
前
の
水
準
ま
で
回
復

し
た
﹂が
46
・
６
％
と
な
り
︑

ど
ち
ら
も
長
ら
く
横
ば
い
で

推
移
し
て
い
る
状
態
で
す
︒

　

復
興
ま
ち
づ
く
り
が
完
了

し
た
後
に
︑
本
格
再
開
す
る

事
業
所
も
多
い
と
み
ら
れ
︑

被
災
地
域
の
産
業
再
生
に

は
︑
ま
だ
時
間
を
要
す
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
︒

岩
手
県
内
の
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
を
め
ぐ
る
動
向
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

東
日
本
大
震
災
以
前
は
︑

県
北
地
域
は
養
鶏
・
酪
農
を

含
む
農
産
品
主
体
︑
ま
た
︑

県
南
地
域
は
︑
自
動
車
関
連

・
半
導
体
産
業
を
主
体
に
︑

そ
し
て
︑
沿
岸
地
域
は
︑
三

陸
わ
か
め
や
ア
ワ
ビ
な
ど
水

産
加
工
業
が
中
心
で
産
業
が

構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
︒
大

震
災
以
降
は
︑
被
災
荷
主
事

業
所
が
操
業
停
止
し
た
影
響

等
に
よ
り
︑
各
業
種
と
も
復

旧
・
復
興
が
遅
れ
︑
輸
送
量

が
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
︒

　

そ
の
後
︑
震
災
の
復
旧
・

復
興
が
進
む
中
で
︑
沿
岸
地

域
で
は
︑
か
さ
上
げ
造
成
工

事
と
三
陸
復
興
道
路
の
工
事

に
伴
う
輸
送
量
の
増
加
が
見

込
ま
れ
︑
一
部
で
は
復
旧
・

復
興
の
歩
み
が
遅
い
水
産
加

工
業
関
連
か
ら
移
行
し
た
事

業
所
も
あ
り
ま
す
︒
県
南
地

域
で
は
︑
震
災
直
後
の
自
動

車
関
連
産
業
の
減
産
も
あ
り

広
報
活
動
に
重
点
を
置
い

て
い
る
と
お
聞
き
し
て
い

ま
す
。

　

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
役
割
の

中
で
も
︑特
に
重
要
な
の
が
︑

広
報
活
動
事
業
で
す
︒

　

岩
手
県
内
で
は
︑﹁
も
し

し
︑
車
両
数
に
あ
っ
て
は
︑

約
９
０
０
台
増
加
し
て
い
ま

す
︒岩

手
県
ト
協
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
日
頃
か
ら
お
考

え
に
な
っ
て
い
る
ポ
リ
シ

ー
ま
た
は
今
後
の
抱
負
な

ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

岩
手
県
ト
協
で
は
︑
歴
代

会
長
が
﹁
会
員
の
た
め
の
協

会
﹂﹁
会
員
を
守
る
協
会
﹂

ま
し
た
が
︑
最
近

で
は
震
災
前
の
水

準
ま
で
に
復
活
し

つ
つ
あ
り
ま
す
︒

そ
の
中
に
あ
っ
て
︑

県
北
地
域
は
︑
震

災
の
影
響
を
あ
ま

り
受
け
ず
に
︑
順

調
な
経
済
情
勢
を

保
っ
て
推
移
し
て

い
ま
す
︒

　

岩
手
県
で
は
︑

復
旧
・
復
興
関
連

な
ら
び
に
北
東
北

３
県
の
物
流
拠
点

の
設
置
等
も
あ
っ

て
︑
事
業
者
・
営

業
所
数
と
も
増
加

も
ト
ラ
ッ
ク
が
止
ま
っ
た
ら
﹂

︵
左
中
・
下
図
︶
の
ア
ニ
メ

を
知
ら
な
い
子
ど
も
は
い
な

い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

　

実
は
︑
地
元
の
民
放
テ
レ

ビ
４
局
で
は
︑
あ
の
ア
ニ
メ

を
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
Ｐ
Ｒ
す

を
運
営
方
針
と
し
て
掲
げ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
︒
私
も
こ
の

方
針
を
踏
襲
し
な
が
ら
︑
こ

れ
に
加
え
て
︑﹁
交
通
事
故

・
労
働
災
害
防
止
﹂
に
向
け

た
諸
施
策
を
強
力
に
推
進
す

る
考
え
で
す
︒

　

ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
の
健
全
な
発
展
に
は
﹁
適

正
運
賃
収
受
﹂
が
大
前
提
で

岩
手
県
ト
協
で
は
、
環
境

・
安
全
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

　

環
境
に
関
す
る
取
り
組
み

で
は
︑Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
向
け
て
︑

﹁
グ
リ
ー
ン
経
営
認
証
取

得
﹂
費
用
を
助
成
す
る
と
と

も
に
︑
県
内
12
支
部
で
﹁
省

燃
費
安
全
運
転
講
習
会
﹂
を

開
催
し
て
お
り
︑
各
支
部
よ

り
選
抜
し
た
運
転
者
を
対
象

と
し
た
﹁
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
・

コ
ン
テ
ス
ト
﹂
も
７
回
目
を

迎
え
︑
環
境
保
全
に
向
け
た

積
極
的
な
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
ま
す
︒

　

安
全
に
関
す
る
取
り
組
み

で
は
︑
飲
酒
運
転
の
絶
滅
を

る
た
め
の
Ｃ
Ｍ
と
し
て
放
映

し
て
い
ま
す
︒明
る
い
音
楽
︑

分
か
り
や
す
い
ス
ト
ー
リ
ー

が
受
け
て
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
が
止

ま
る
と
モ
ノ
が
届
か
な
く
な

る
﹂
と
い
う
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
の
重
要
な
役
割
が
岩
手
県

内
に
浸
透
し
て
い
ま
す
︒

あ
り
︑
そ
れ
を
実
現
す
る
た

に
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
社
会
的
な
地
位
向
上
﹂
が

不
可
欠
と
な
り
ま
す
︒
こ
の

社
会
的
地
位
の
向
上
を
図
る

た
め
に
働
く
の
が
︑
ト
ラ
ッ

ク
協
会
で
す
︒
個
々
の
会
員

だ
け
で
は
な
か
な
か
行
え
な

い
広
報
活
動
事
業
や
︑
会
員

へ
の
原
価
意
識
高
揚
策
の
推

進
︑
適
正
な
運
送
取
引
の
確

保
︑
運
送
契
約
の
書
面
化
の

推
進
︑
交
通
事
故
防
止
の
た

め
の
安
全
運
転
支
援
機
器
等

導
入
促
進
事
業
な
ど
が
重
要

な
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

期
す
た
め
︑
記
録
式
ア
ル
コ

ー
ル
検
知
器
の
導
入
を
推
進

し
︑
事
業
者
の
点
呼
体
制
確

立
の
後
押
し
を
行
う
と
と
も

に
︑
機
器
の
導
入
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
︒
ま

た
︑
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
を

よ
り
多
く
の
事
業
者
に
導
入

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
︑
28

年
度
も
積
極
的
に
助
成
事
業

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
︒

安
全
確
保
に
関
し
て
は
、

岩
手
県
ト
協
独
自
の
取
り

組
み
も
あ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　

年
末
・
年
始
の
繁
忙
期
と

冬
期
間
の
悪
路
に
お
け
る
交

通
事
故
防
止
の
意
識
高
揚
を

　

東
日
本
大
震
災
で
︑
県
民

が
身
を
も
っ
て
輸
送
の
大
切

さ
を
体
験
し
た
こ
と
も
影
響

し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

ま
た
︑
お
子
さ
ん
に
つ
ら
れ

て
大
人
も
よ
く
見
て
い
る
よ

う
で
す
︒
知
人
や
お
客
様
に

﹁
Ｃ
Ｍ
よ
く
見
て
い
る
よ
﹂

と
話
し
か
け
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
︑
認
知
度
の
高
さ
を
感

じ
ま
す
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
よ
り
効
果

的
な
広
報
活
動
を
展
開
し
て

い
く
の
が
我
々
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
仕
事
だ
と
考
え
て
い
ま

す
︒
事
業
者
が
集
ま
る
と
︑

﹁
税
金
が
負
担
﹂﹁
運
賃
が

安
い
﹂
な
ど
つ
い
つ
い
愚
痴

を
こ
ぼ
し
合
い
ま
す
︒ま
た
︑

こ
の
不
満
を
﹁
意
見
広
告
に

し
て
世
間
に
訴
え
よ
う
﹂
と

図
る
た
め
︑﹁
年
末
安
全
点

検
パ
ト
ロ
ー
ル
﹂
を
11
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
︑
各

支
部
ご
と
に
支
部
役
員
が
中

心
と
な
っ
た
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

を
編
成
し
︑
全
会
員
を
巡
回

し
て
い
ま
す
︒
パ
ト
ロ
ー
ル

で
は
︑
国
土
交
通
省
東
北
運

輸
局
の
岩
手
運
輸
支
局
長
︑

岩
手
県
警
察
の
各
警
察
署

長
︑
厚
生
労
働
省
の
労
働
基

準
監
督
署
長
︑
そ
し
て
︑
各

支
部
長
︑
各
支
部
の
陸
上
災

害
防
止
協
会
分
会
長
の
連
名

に
よ
る
﹁
要
請
書
﹂
を
全
会

員
に
対
し
直
接
手
渡
し
て
︑

交
通
事
故
・
労
働
災
害
防
止

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
︒
事

前
に
︑
各
期
の
重
点
目
標
等

を
お
伝
え
し
て
お
り
︑
重
点

項
目
等
が
確
実
に
実
施
さ
れ

て
い
る
か
に
つ
い
て
︑
チ
ェ
ッ

ク
表
を
用
い
て
確
認
し
て
い

る
の
も
特
徴
で
す
︒

　

な
お
︑
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
に
よ
り
︑
交
通
・
労
働
災

害
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
︒
28
年
度
は
︑新
た
に
﹁
夏

期
安
全
点
検
パ
ト
ロ
ー
ル
﹂

を
︑
年
末
安
全
点
検
パ
ト
ロ

ー
ル
と
同
様
に
︑
全
支
部
に

お
い
て
全
会
員
を
対
象
に
︑

実
施
す
る
予
定
で
す
︒

　

現
在
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
の
長
時
間
労
働
抑
制
に
向

け
て
︑
27
年
度
か
ら
荷
主
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
︑
行

政
（
国
交
省
・
厚
労
省
）︑

学
識
経
験
者
な
ど
に
よ
り
構

成
さ
れ
る
﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

に
お
け
る
取
引
環
境
・
労
働

時
間
改
善
協
議
会
﹂
が
中
央

と
全
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
︒
岩
手
県
ト
協
で

は
︑
県
単
位
で
設
置
・
実
施

し
た
だ
け
で
は
な
く
︑
支
部

単
位
で
協
議
会
の
開
催
を
進

め
て
い
ま
す
︒
関
係
者
が
一

堂
に
会
す
せ
っ
か
く
の
機
会

を
活
か
す
た
め
に
も
︑
支
部

ご
と
の
開
催
で
︑
よ
り
多
く

の
荷
主
さ
ん
の
参
加
を
得
て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
︒
支
部
単
位
で
の
協
議
会

後
に
は
︑荷
主
さ
ん
か
ら
﹁
改

善
基
準
告
示
の
存
在
を
知
ら

な
か
っ
た
が
︑
今
回
参
加
し

あ
り
ま
す
︒

　

今
後
も
︑
関
係
者
が
一
体

と
な
っ
て
取
引
環
境
と
長
時

間
労
働
の
改
善
に
向
け
た
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
ま
す
︒

今
︑
こ
う
し
た
機
会
を
い
た

だ
い
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
︑

﹁
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い

こ
う
﹂
と
積
極
的
に
活
動
し

て
い
く
所
存
で
す
︒

て
実
態
が
よ
く
分
か
っ
た
︒

今
後
は
長
時
間
労
働
抑
制

に
協
力
し
た
い
﹂
と
い
う

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

ま
た
︑
行
政
が
主
催
す
る

荷
主
団
体
が
関
係
す
る
会

議
等
で
も
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
実
情
を
説
示
・

解
説
し
て
い
た
だ
い
た
り
︑

こ
れ
ま
で
に
な
い
動
向
が

い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
が
︑

業
界
の
エ
ゴ
を
押
し
付
け
る

よ
う
な
一
方
通
行
の
訴
え
は

受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
︒
ア

ニ
メ
Ｃ
Ｍ
の
よ
う
に
︑
理
解

と
共
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
な

広
報
活
動
を
地
道
に
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
確

信
し
て
い
ま
す
︒
新
聞
広
告

︵
左
上
図
︶
も
意
見
色
を
排

し
て
︑
親
し
み
や
す
い
も
の

に
し
て
い
ま
す
︒

　

政
治
を
動
か
す
の
も
消
費

を
動
か
す
の
も
︑
究
極
は
国

民
の
声
で
す
︒
い
か
に
︑
国

民
・
消
費
者
に
業
界
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
︑
考
え
て
も

ら
い
︑
判
断
し
て
い
た
だ
く

か
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
︒

　岩手県議会（田村誠議長）は３月
24日、貨物自動車運送事業への新運
賃制度の導入などを盛り込んだ「物流
業における安全な運行確保のために
必要な制度改革を求める意見書」を、
本会議にて全会一致で可決した。意
見書は田村議長名で、安倍晋三内閣
総理大臣ほか、内閣官房長、衆参両
院議長、国土交通・厚生労働・経済
産業大臣に提出する。
　岩手県ト協の顧問である飯沢匡、
中平均、樋下正信県議らが中心となっ
て草案を作成した。意見書では１月に
発生した長野県軽井沢町でのスキー
ツアーバス事故を受けて、その原因を
「規制緩和が事業者の大幅増加によ
る過当競争を引き起こし、その結果ダ
ンピング受注をせざるを得ない市場環
境が生まれ、運転者の労働条件も厳
しくなっている」と指摘。トラック運
送業界もバス業界と同様に規制緩和
による事業者の大幅な増加が過当競
争等を生み、市場環境の悪化に繋が

っていることを問題視し、安全運行確
保のために必要なコストを賄う適正な
運賃収受の必要性を訴えている。
　また、平成24年に起きた関越自動
車道のツアーバス事故後に、貸切バ
ス事業では新運賃・料金制度が導入
されたことを指摘し、トラックにも同
様の制度適用が急務であることなどを
強調した。

・�意見書に盛り込まれた要望４点（要
約）
①�標準的な原価をもとに算出する上
限額と下限額を公示した新運賃制
度の貨物自動車運送事業への導入
②�中小零細企業者が適正な運賃交渉
をしやすい仕組みの国による制度化
③�貨物自動車運送事業法第64条に基
づく荷主勧告制度の厳密な運用
④�トラックドライバーが休憩をとるた
めの道の駅やパーキングエリアの増
設、主要道路におけるトラック運行
専用ゾーンの創設推進

　岩手県金ケ崎町（髙橋由一
町長）は平成 28年度、女性
の定住促進策の一環で、地元
企業の女性トラックドライバ
ー育成を奨励する「トラガー
ル育成補助金」を創設した。
　女性社員が町内に転入し、
大型免許を取得した場合、ト
ラック運送事業者に対し１人
当たり最大で60万円を交付す
る。町は県内有数の岩手中部
工業団地を抱えているが、ド
ライバー不足が深刻化してお
り、女性の活躍支援とドライ
バー確保を狙う。
　補助制度は町内に事業所を
置く企業が対象で、町外から
転入した女性を正社員に採用
し、半年または１年以内に大
型免許を取得することなどが
条件。

岩手県トラック関連ニューストピック

髙橋 嘉信 会長の横顔
たかはし よしのぶ

岩手雪運株式会社　代表取締役社長
ご家族は？　母と妻と3人暮
らしで、長男夫婦と1歳の孫
が、近くに住んでいます。私は
２代目ですが、これで４代目ま
で安泰です（笑）。
ご趣味は？　旅行とウォーキ
ングです。国内外を問わず旅
することが好きです。ウォーキ
ングはずっと続けています

が、4kmくらいは歩きます。
座右の銘は？　「一生懸命」
ですね。また、「今日できること
は、今日やる」ということも
モットーです。
最近読んだ本は？　本を読
むより経済新聞や経済誌を
よく読みます。特に毎朝の経
済紙は必読です。

61歳
（昭和30年生まれ）

岩手県トラック協会
公益社団法人

会員のため、業界のため
「できることから、すぐに行動する」

髙橋 嘉信 会長

聞
く
聞
く

会
長
に

会
長
に

シ
リ
ー
ズ

　
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
に
お
会
い
し
て
、

今
後
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
公
益
社
団
法
人
岩
手
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
髙
橋
嘉
信
会
長
で
す
。

「
も
し
も
ト
ラ
ッ
ク
が
止
ま
っ
た
ら
」ア
ニ
メ
Ｃ
Ｍ

広
報
活
動
の
重
要
性
を
認
識

子どもたちに人気！

支
部
単
位
で
実
施
さ
れ
る
安
全

点
検
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、警
察
署
、

労
基
署
も
同
行
し
て
行
わ
れ
る

岩手県議会が「新運賃制度」導入などを盛り込む意見書を
全会一致で可決

金ケ崎町で、「トラガール
育成補助金」制度を創設


